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令和６年第２回当別町議会定例会 第１日 

 

令和６年６月１４日（金曜日） 午後 １時００分開会 

議 事 日 程 （第１号） 

    開会・開議 

第 １ 会議録署名議員の指名 

第 ２ 会期の決定 

第 ３ 諸般の報告 

第 ４ 行政報告 北海道医療大学の当別キャンパス移転問題について 

         情報公開制度の実施状況について 

第 ５ 請願・陳情審査付託の件 

    散  会 
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午後 １時００分開議 

   出席議員（１５名） 

       １番   角 田 広 佑 君     ２番   海 野   学 君 

       ３番   芳 形 幸 夫 君     ４番   櫻 井 紀 栄 君 

       ５番   佐々木 常 子 君     ６番   佐 藤   立 君 

       ７番   西 村 良 伸 君     ８番   五十嵐 信 子 君 

       ９番   山 﨑 公 司 君    １０番   秋 場 信 一 君 

      １１番   山 田   明 君    １２番   古 谷 陽 一 君 

      １３番   島 田 裕 司 君    １４番   稲 村 勝 俊 君 

      １５番   髙 谷   茂 君 

 

   欠席議員（なし） 

 

   欠  員（なし） 

 

   説明のための出席者 

       町    長   後 藤 正 洋 君 

       副 町 長   岡 部 一 宏 君 

       総 務 部 長   長谷川   明 君 

       総 務 課 長   佐 藤 剛 一 君 

       財 政 課 長   石 原 信登志 君 

       企 画 部 長   乗 木   裕 君 

       企画部参与   長谷川 道 廣 君 

       住民環境部長   種 田   統 君 

       福 祉 部 長   森   淳 一 君 

       福祉部参与   江 口   昇 君 

       経済部参与   吉 野 裕 宜 君 

       建設水道部長   高 松 悟 志 君 

       建設水道部参与   岩 城 正 志 君 

       教 育 長   三 澤 吏佐子 君 

       教 育 部 長   山 田 雅 俊 君 

       農業委員会事務局長   山 崎   一 君 

       代表監査委員   岸 本   護 君 

 

   事務局職員出席者 

       事 務 局 長   熊 谷 康 弘 君 
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       次    長   玉 木 聡 美 君 

       係    長   中 鉢 将 太 君 

       主    任   角 谷 光 彦 君 
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          ◎開会・開議の宣告           （午後 １時００分） 

〇議長（髙谷 茂君） ご苦労さまです。ただいまの出席議員15名、定足数に達しており

ますので、令和６年第２回当別町議会定例会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 

                    ◇                   

 

          ◎議事日程の報告 

〇議長（髙谷 茂君） 議事日程ですが、さきにお配りしております日程表により議事に

入ります。 

 

                    ◇                   

 

          ◎会議録署名議員の指名 

〇議長（髙谷 茂君） 日程第１、会議録署名議員の指名ですが、会議規則第125条の規

定により、 

    ３番 芳 形 幸 夫 君 

   １０番 秋 場 信 一 君 

を指名いたします。 

 

                    ◇                   

 

          ◎会期の決定 

〇議長（髙谷 茂君） 日程第２、会期の決定ですが、さきに議会運営委員会を開催し、

協議の結果、令和６年６月14日から６月21日までの８日間とすることにいたしましたが、

これにご異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

〇議長（髙谷 茂君） 異議なしと認め、６月14日から６月21日までの８日間とすること

に決定いたしました。 

 

                    ◇                   

 

          ◎諸般の報告 

〇議長（髙谷 茂君） 日程第３、諸般の報告を申し上げます。 

 監査委員より例月出納検査の結果報告がありました。その写しをお手元にお配りいたし

ておりますので、ご高覧願います。 
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 次に、議長の出張報告をいたします。５月10日に沖縄県宮古島で開催されました令和６

年度防衛省全国情報施設協議会役員会に出席をいたしました。５月21日、東京都で開催さ

れました令和６年度町村議会議長・副議長研修会に出席をいたしました。なお、復命書に

つきましては議会事務局に保管しております。 

 以上、報告を終わります。 

 

                    ◇                   

 

          ◎行政報告 

〇議長（髙谷 茂君） 日程第４、行政報告を行います。 

 町長。 

〇町長（後藤正洋君） 行政報告を申し上げます。２件申し上げます。 

 初めに、北海道医療大学の当別キャンパス移転問題に関する経過とその対応方針につい

てであります。昨年の12月議会でも行政報告をさせていただきましたが、本日は以降の状

況につきまして報告を申し上げます。去る５月30日午後、北海道医療大学を運営する学校

法人東日本学園、鈴木理事長が役場にお越しになり、直接私がお会いをいたしましたとこ

ろ、５月29日に開催された法人の理事会において昨年９月に機関決定を経ている北広島市

へのキャンパス増設の方向性が改めて承認された旨の報告を受けました。この報告は、事

実上令和10年４月までに北広島市に北海道医療大学の新キャンパスを建設するための枠組

が整ったことを意味するものであります。これまで学校法人側には町をはじめ町内関係団

体が一丸となって慰留交渉を続けてまいりましたが、私といたしましてはこのたびの鈴木

理事長からの報告は大変重いものであり、学校法人側に再考を促すことは現実的ではない

と受け止めた次第でございます。 

 ６月４日には、昨年９月26日に学校法人及び大学に対し移転の撤回を求める要望書を連

名で提出した議会や商工会など16団体の代表などにお集まりいただき、鈴木理事長からの

報告を共有するとともに、各団体の意向を伺い、慰留断念の方向性を了承すること、今後

の学校法人側との交渉は町が行うこと、必要な場合には適宜各団体にも情報を共有し、意

見を聴取することなどを確認をいたしました。 

 これらの経過を踏まえ、町といたしましては北海道医療大学の北広島市への移転はやむ

を得ないものと判断し、大変残念ではありますが、慰留を残念することといたします。今

後学校法人側とは文化的、福祉的交流を絶やすことなく引き続き連携していくことや校舎

跡地の利活用の方向性について緊密に情報交換を図っていくことなど、想定される課題に

対して相互に前向きに報告、相談できる風通しのよい協議体制の構築を速やかに図ってま

いります。 

 また、４年後に大学が移転することに伴い、既に町内に居住する医療大生は減少し始め

ており、町では民間アパートの空き室問題や学生アルバイトによりサービス提供が成り立
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っている飲食店の経営問題など町内経済を取り巻く多角的な課題に的確に対応していく必

要があると認識しております。町といたしましては引き続き魅力あるまちづくりに注力し

てまいる所存でありますので、議員の皆様におかれましても一層のご理解とご協力をお願

い申し上げ、以上、北海道医療大学の当別キャンパス移転問題についてに関する報告とい

たします。 

 次に、情報公開制度の実施状況についてでありますが、当別町情報公開条例第23条及び

当別町個人情報の保護に関する法律施行条例第８条の規定に基づき、令和５年度分の報告

をいたします。当別町情報公開条例に基づく町の実施機関への情報開示請求は５件あり、

全てが町長部局への請求でありました。これら５件の請求に対する実施機関の決定等の内

容につきましては、一部開示が１件、不存在が３件、取下げが１件でありました。また、

当別町個人情報の保護に関する法律施行条例に基づく個人情報の開示請求は、令和５年度

において各実施機関ともありませんでした。 

 以上、開示の方法等について請求者から不服申立てがなかったことも併せ、令和５年度

の情報公開制度の実施状況に関する報告といたします。 

〇議長（髙谷 茂君） これで行政報告を終わります。 

 

                    ◇                   

 

          ◎請願・陳情審査付託の件 

〇議長（髙谷 茂君） 日程第５、請願・陳情審査付託の件ですが、お手元に請願・陳情

文書表が配付されております。 

 文書番号、請願１番、「核兵器禁止条約締約国会議」へのオブザーバー参加を求める請

願書について、紹介議員の説明を求めます。 

 芳形君。 

〇３番（芳形幸夫君） 当別町議会議長、髙谷茂様。 

 「核兵器禁止条約締約国会議」へのオブザーバー参加を求める請願書。 

 請願団体名、当別町農民団体委員長、岸本辰彦、公益社団法人北海道勤労者医療協会当

別社員支部支部長、今野一三六、新日本婦人の会当別支部支部長、佐藤美智子、全日本年

金者組合当別支部支部長、相馬ひろ子、太美地域社会保障勉強会会長、菊地眞生。 

 紹介議員、芳形幸夫です。 

 請願項目、「核兵器禁止条約締約国会議」へのオブザーバー参加を国に求める意見書を

採択してください。 

 請願理由、2021年に発効された核兵器禁止条約は、人類史上初めて核兵器を違法と断じ

ました。2022年に開かれた第１回締約国会議、2023年の第２回締約国会議は核兵器保有国

が核戦力の維持・強化、核使用の脅迫を行うなどの危機に直面しながらも、核兵器の使用

を許さないという強いメッセージを発し、核抑止論からの脱却を呼びかけています。核兵
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器禁止条約は国際法としての実効性・規範力を高めています。 

 第２回締約国会議には、北大西洋条約機構の加盟国であるドイツやベルギーなども含め

35か国がオブザーバー参加しました。一方、唯一の戦争被爆国である日本政府は、被爆者

団体からもオブザーバー参加を求められたにもかかわらず、２回連続で参加を見送りまし

た。 

 第２回締約国会議は被害者支援、環境修復、国際協力と援助に関する第６条と第７条に

関して、次回会議に向けて計画をつくり、実行すること、そのための国際協力を進めるこ

とが確認されました。また、次回に向けて「核抑止」の危険を明らかにする報告書を議論

・作成することになったことも重要です。 

 第３回締約国会議は、広島・長崎に原爆が投下されてから80年となる2025年に予定され

ています。日本政府が唯一の戦争被爆国の政府として、「核兵器禁止条約締約国会議」に

オブザーバー参加し、核兵器廃絶に向けた役割と責任を発揮することを求めます。 

 以上です。慎重な審議と闊達な討論をよろしくお願いいたします。 

〇議長（髙谷 茂君） ただいまの請願・陳情文書表、請願１番については、会議規則第

92条第１項の規定により総務文教常任委員会に審査終了まで付託することにいたします。 

 次に、文書番号、陳情１番、「2025年度地方財政の充実・強化に関する意見書」の採択

を求める陳情については、会議規則第95条の規定により総務文教常任委員会に審査終了ま

で付託いたします。 

 次に、文書番号、陳情２番、政府の責任で医療・介護施設への支援を拡充しすべてのケ

ア労働者の賃上げや人員増を求める陳情書、文書番号、陳情３番、「若者が地元で働き暮

らせるよう、全国一律最低賃金制度の創設を求める意見書」の提出を求める陳情、文書番

号、陳情４番、女性差別撤廃条約選択議定書のすみやかな批准を求める意見書の日本政府

への提出についての陳情、文書番号、陳情５番、選択的夫婦別姓制度導入の国会審議を求

める意見書の提出についての陳情については、会議規則第95条の規定により産業厚生常任

委員会に審査終了まで付託いたします。 

 

                    ◇                   

 

          ◎休会の議決 

〇議長（髙谷 茂君） 以上で本日の日程は全部終了いたしました。 

 なお、議案審査のため明日から６月18日までの４日間を休会とすることにご異議ござい

ませんか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

〇議長（髙谷 茂君） 異議なしと認め、そのように決定いたしました。 

 

                    ◇                   
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          ◎散会の宣告 

〇議長（髙谷 茂君） 本日はこれにて散会いたします。 

 ６月19日は午前10時から会議を開き一般質問を行います。 

 本日はご苦労さまでした。 

（午後 １時１６分） 
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令和６年第２回当別町議会定例会 第２日 

 

令和６年６月１９日（水曜日） 午前１０時００分開議 

議 事 日 程 （第２号） 

    開  議 

    議事日程の報告 

第 １ 会議録署名議員の指名 

第 ２ 一般質問 

    散  会 
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午前１０時００分開議 

   出席議員（１５名） 

       １番   角 田 広 佑 君     ２番   海 野   学 君 

       ３番   芳 形 幸 夫 君     ４番   櫻 井 紀 栄 君 

       ５番   佐々木 常 子 君     ６番   佐 藤   立 君 

       ７番   西 村 良 伸 君     ８番   五十嵐 信 子 君 

       ９番   山 﨑 公 司 君    １０番   秋 場 信 一 君 

      １１番   山 田   明 君    １２番   古 谷 陽 一 君 

      １３番   島 田 裕 司 君    １４番   稲 村 勝 俊 君 

      １５番   髙 谷   茂 君 

 

   欠席議員（なし） 

 

   欠  員（なし） 

 

   説明のための出席者 

       町    長   後 藤 正 洋 君 

       副 町 長   岡 部 一 宏 君 

       総 務 部 長   長谷川   明 君 

       総 務 課 長   佐 藤 剛 一 君 

       財 政 課 長   石 原 信登志 君 

       企 画 部 長   乗 木   裕 君 

       企画部参与   長谷川 道 廣 君 

       住民環境部長   種 田   統 君 

       福 祉 部 長   森   淳 一 君 

       福祉部参与   江 口   昇 君 

       経 済 部 長   三 上   晶 君 

       経済部参与   吉 野 裕 宜 君 

       建設水道部長   高 松 悟 志 君 

       建設水道部参与   岩 城 正 志 君 

       教 育 長   三 澤 吏佐子 君 

       教 育 部 長   山 田 雅 俊 君 

       農業委員会事務局長   山 崎   一 君 

       代表監査委員   岸 本   護 君 

 

   事務局職員出席者 
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       事 務 局 長   熊 谷 康 弘 君 

       次    長   玉 木 聡 美 君 

       係    長   中 鉢 将 太 君 

       主    任   角 谷 光 彦 君 



 - 14 - 

          ◎開議の宣告              （午前１０時００分） 

〇議長（髙谷 茂君） おはようございます。ただいまの出席議員15名、定足数に達して

おりますので、本日の会議を開きます。 

 

                    ◇                   

 

          ◎議事日程の報告 

〇議長（髙谷 茂君） 議事日程ですが、さきにお配りをいたしております日程表により

議事に入ります。 

 

                    ◇                   

 

          ◎会議録署名議員の指名 

〇議長（髙谷 茂君） 日程第１、会議録署名議員の指名ですが、会議規則第125条の規

定により、 

    ３番 芳 形 幸 夫 君 

   １０番 秋 場 信 一 君 

を指名いたします。 

 

                    ◇                   

 

          ◎一般質問 

〇議長（髙谷 茂君） 日程第２、一般質問を行います。 

 質問順序は、お手元に配付しております一般質問通告一覧により順次行います。 

 最初に、通告１番、佐々木君の質問であります。 

 佐々木君。 

〇５番（佐々木常子君） おはようございます。ただいま議長より発言の許可をいただき

ましたので、通告に従いまして質問させていただきます。 

 令和５年４月１日、こども家庭庁が設立され、こども基本法が施行されました。こども

まんなか社会を目指して当別町でも組織編成などが行われ、町長の方針にもあるとおり、

子ども政策に力を入れてきたと思っております。 

 子どもの権利条約は、1989年の第44回国連総会において採択されました。ユニセフは、

この子どもの権利条約を活動の基盤としており、子どもの権利をあらゆる面で実現してい

くことがその使命としています。日本も1944年にこの条約を批准しました。日本の子ども

たちにとってもとても重要な条約です。日本ユニセフ協会が国内で展開する主要な活動の

一つが子どもに関する課題への理解を広げ、子どもの権利の実現に向けて取り組む啓発、
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アドボカシー、政府提言活動です。現在はこども基本法にも取り入れられた子どもの権利

条約のさらなる普及と実施や子どもの課題に焦点を当てたＳＤＧｓの推進等に向けて取り

組んでいます。 

 ユニセフ・イノチェンティ研究所では、先進国における子どもの状況を比較、分析する

ためにレポートカードという2000年から約１年半に１冊のペースで発表している報告書シ

リーズがあります。子どもたちの声を聞きながら調査研究を行い、成果を広く提供してい

く、子どもたちのためのよりよい政策の実現を推進しています。レポートカード16が示し

た子どものウエルビーイング、幸福感を中心に置くという考え方に基づいて、子どもに優

しいまちづくり、子どもの権利を大切にする教育を含め、子どもに身近なところから政策

レベルまで様々な活動を実施しています。日本は、先進国38か国中、総合20位でした。身

体的健康は１位でしたが、精神的幸福度は37位であり、また自殺も平均より少し高かった

そうです。この傾向は当別町も含まれていると思いますが、この状況についてはどのよう

にお考えでしょうか。 

 また、当別町では子育て世代が増えてきましたが、子どもの幸福感を高めていくために

どのような取組が行われておりますでしょうか、伺います。 

 ユニセフの子どもにやさしいまちづくり事業の子どもに優しいまちとは、子どもの最善

の利益を図るべく、子どもの権利条約に明記された子どもの権利を満たすために積極的に

取り組むまち、市町村などのことです。子どもに優しいまちでは、子どもがまちの決定に

影響を与えることができる、子どもたちが望むまちの在り方に関して意見を言うことがで

きる、家族、コミュニティー、社会生活に関わることができる、包括的で参加型の質の高

い教育を受けることができる、教育や保健などの基礎的サービスの供与にあずかることが

できる、友達と会い、遊ぶことができるなどが挙げられています。 

 ユニセフ日本型子どもに優しいまちは、以下の10の構成要素を基準としています。１、

子どもの参画、子どもの意見を聞きながら、意思決定過程に加わるように積極的参加を促

すこと、２、子どもに優しい法的枠組み、子どもの権利を遵守するように法制度的な枠組

みの手続を保障すること、３、都市全体に子どもの権利を保障する施策、子どもの権利条

約に基づき、子どもに優しいまちの詳細な総合計画と行動計画を定めて実施すること、４、

子どもの権利部門または調整機構、子どもたちの将来を見据えて地方自治体の中に優先す

べきことを保障する永続的仕組みを構築すること、５、子どもへの影響評価、子どもに関

わる法律や施策、そして事業について、実施前、実施中、そして実施後に子どもへの影響

を評価する制度化された手続が保障されること、６、子どもに関する予算、子どものため

に適当な資源と予算が使われているかが調査されることを保障すること、７、子どもの報

告書の定期的発行、子どもたちと子どもの権利について、実情について十分なモニタリン

グとデータ収集が保障されること、８、子どもの権利の広報、大人や子どもの間に子ども

の権利について気づくことを保障すること、９、子どものための独自の活動、子どものオ

ンブズマン、子どものためのコミッショナーなど子どもの権利を促進するために活動して
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いるＮＧＯや独立した人権団体の支援をすること、10、該当自治体にとって特有の項目、

人口、産業形態、地理的状況など、自治体固有の課題や強みを考慮して設定した取組を推

進していくこと。 

 現在日本ではニセコ町、安平町、富谷市、町田市、奈良市の５つの自治体がユニセフ日

本型子どもにやさしいまちづくり事業自治体として承認されており、豊田市が候補自治体

として取組を進めています。承認されるまで簡単ではありませんが、当別町が子どもを大

切にする町としてこの事業に取り組んでいくことは大事な挑戦と思いますが、お考えを伺

います。 

 ５月24日、自治体こども計画策定のためのガイドラインが発表されました。昨年12月に

決定した国のこども大綱は、国連の子どもの権利条約の趣旨を反映し、子どもが意見を表

明する権利を柱の一つに掲げました。大綱作成の過程でも子どもの声を聞く取組が行われ

ました。自治体こども計画指針には、子どもや若者、子育て当事者への意見聴取の大切さ

が特に強調されています。今年は日本が子どもの権利条約に批准して30年、これまで日本

には子どもの権利を定めた法律がなく、国連から何度も勧告を受け、昨年ようやく基本法

が施行し、大綱ができました。次は自治体の取組が重要であると考えますが、お考えを伺

います。 

 次に、子どもの権利を大切にする教育事業について。始まりは、子どもの権利について

学ぶこと、子どもたちは生まれながらに持っている自らの権利について学ぶことにより、

自分自身の尊厳や価値に気づくことができます。そして、自分だけでなく他の子どもたち

にも同じ権利があることを知ります。人権の学びを深める中で先生方や保護者など大人も

人権を持った存在であることにも気づき、互いに他者の権利を尊重し合うことを学んでい

きます。 

 ユニセフは、世界各国で子どもの権利を大切にする教育を推進しています。子どもも大

人も子どもの権利を理解し、その権利が実現する環境や学びを共につくること、またその

過程で子どもたちが人権とは何かを理解し、人権尊重の態度を養うこと、そうした取組を

通して大人も子どももお互いに尊重し合える、そして全ての子どもたちの権利が守られる

学校、学園づくりを目指しています。 

 日本の子どもたちの抱える問題としてよく取り上げられるいじめや差別、自己肯定感の

低さや無力感なども子どもの権利に深く関わる問題です。つい最近にも子ども同士のいじ

めや先生からの心ない言葉など、ニュースでも取り上げられていました。また、身近でも

起きています。子どもの権利について理解を深め、子どもの権利条約にうたわれている精

神を浸透させていくことが教育現場での子どもたちを取り巻く様々な課題の解決にもつな

がり、そして子どもも大人も生き生きと安心して過ごすことのできる環境がつくられてい

くと思います。 

 また、日本では子どもの権利を学ぶということがカリキュラムに入っていません。また、

教師自身が学ぶということもカリキュラムに入っていないようです。日本ユニセフの方の
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お話では、小学校から始めていくのがよいとのことでした。東京都の事例では、学級目標

を立てるときなど、やることの中に入れていくようにしているとのことでした。ぜひ当別

町でも子どもの権利を学ぶという取組に参加していくべきと考えます。 

 ここに４点質問いたします。１番、子ども同士のいじめや先生からの心ない言葉などニ

ュースでも取り上げられているが、身近でも起きている。現状ではどのような対応、対策

が取られているのか。 

 ２番、子ども自身が子どもの権利を学び、自身の尊厳、相手の尊厳を理解することでい

じめをなくしていくことができるのではないか。 

 ３番、子ども自身が子どもの権利を学ぶことによって自己肯定感の向上につながってい

くのではないか。 

 ４番、教職員も子どもの権利を学ぶことによって、さらに相手に寄り添う言葉がけがで

きるようになるのではないか。この４点伺います。 

 次に、性教育についてですが、情報があふれる現代において、子どもたちを守るために

正しい性教育が必要であると考えます。小中学校の保健の教科書を確認しましたが、体の

成長や妊娠については書かれていましたが、避妊については書かれていないようですが、

これについてはどのように考えているのかお伺いいたします。 

 以前専門的に性教育を行っている方々を招いてはどうかとの質問に学校側と相談すると

のことでしたが、その後の状況はどのようになっているのでしょうか、伺います。 

 以上で１回目の質問を終わります。 

〇議長（髙谷 茂君） ただいまの佐々木君の質問に対する町長、教育長の答弁を求めま

す。 

 町長。 

〇町長（後藤正洋君） 佐々木議員の一般質問にお答えをいたします。 

 初めに、ユニセフの報告書において精神的幸福度が低く、自殺率も少し高いとされてい

る状況についてどのように考えているかとのご質問でありますけれども、当別町における

状況とは比較できるものではありません。直ちに比較できるというものではないというふ

うに理解していますけれども、ユニセフ報告書、レポートカード16において日本の子ども

の精神的幸福度が低いですとか自殺率が高いということについては非常に残念な結果であ

るというふうに私も思っております。 

 次に、子どもの幸福感を高めるためにどのような取組が行われているのかとのご質問で

ありますけれども、具体的に申し上げますと妊婦訪問、新生児訪問、産後ケア、子育て支

援センター事業、そして発達支援センター事業など子どもの健康や育児、家庭での悩み相

談の取組、子ども医療費助成の拡充、そして高校生等への通学費助成、住宅購入支援金な

ど子育て世帯への経済的支援の取組、そして鮎田塾から始まる教育の理念を大切にしなが

ら、小中一貫教育や義務教育学校の開設、１人１台端末の導入、幼保小接続連携プログラ

ムの推進などの教育環境の整備といった子どもや子育て世帯に寄り添った取組を行ってお
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ります。 

 次に、子どもに優しいまちづくりを進めていく考えはあるかとのご質問でありますけれ

ども、令和４年第２回定例会の佐藤議員の一般質問に対して答弁したとおり、私が公約に

掲げた４つのファーストのうちチャイルドファーストについては１番目の視点としており、

町の将来を託す子どもたちをしっかりと育てていくことが何より重要であると考えており

ます。先ほど申し上げましたとおり、まさに今チャイルドファーストの視点から様々な事

業を展開しているところでありますので、今後も次代を担う子どもたちを育んでいけるよ

う子ども、子育て施策に取り組んでまいりたいと考えております。 

 次に、子ども計画策定に係るガイドラインが発表されましたけれども、どのように取り

組んでいるのかとのご質問でありますが、今般発表されましたガイドラインは事前に把握

していた情報と大きく変わるものではなく、既に本年度の予算にも反映されているもので

もあります。現在こども計画策定に向け子ども、若者の意識や生活等に関する調査と子ど

もの生活に関する実態調査のほか、第３期子ども・子育て支援事業計画の策定に向けた子

ども・子育て支援事業等に関するニーズ調査を始めたところであり、今後もガイドライン

を参照しつつ、子どもたちの声を直接聞き取る場を設けるなど、計画策定に向けて鋭意取

り組んでまいります。 

 以上、佐々木議員の一般質問に対する私からの答弁といたします。 

〇議長（髙谷 茂君） 教育長。 

〇教育長（三澤吏佐子） それでは、佐々木議員の一般質問にお答えをさせていただきま

す。 

 初めに、子どもの置かれている現状への対応と対策についてですが、各学校では定期的

に生活アンケートを実施し、積極的ないじめ認知及び教育相談を行うなど、嫌な思いをし

ている児童生徒の早期発見、未然防止に努め、丁寧な対応を進めているところです。また、

今年度よりオンラインによる児童生徒心理アンケートのＷＥＢＱＵを導入し、児童生徒の

状況をデータに基づいてより的確に把握し、教職員による日常的な観察と教育相談を進め

ているところです。 

 次に、子どもの権利を学ぶことについては、子どもの権利についての内容も含めて学び

を進めております。例えば毎年人権擁護委員の方々と連携した事業や人権の花運動の取組、

道徳教育や異学年交流など、関係機関とも連携しながら全ての人が尊厳を持って生きるこ

との大切さを子どもたちが自ら考え、学びを深める機会をつくり、いじめ問題の解決や自

己肯定感の向上に向けて取り組んでおります。また、教職員に対しても児童生徒理解に関

わる研修を開催するなど子どもたち一人一人に寄り添う指導の充実に向けた取組を進めて

おります。 

 次に、子どもの性教育についてのご質問でありますが、まず小中学校の教科書は、国が

定める学習指導要領に基づき文部科学大臣の検定を経た教科書を使用することになってお

り、当別もそれに沿った教科書を使用し、学習指導を行っております。避妊について教科
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書に書かれていないことをどう考えるかとのことですが、学校での性教育については学習

指導要領に基づいて行うべきだと考えております。その中で、現在も各学校では性の情報

への対処、エイズや感染症の予防についても取り上げながら、性被害防止、薬物乱用防止、

人権尊重など発達段階に応じた学習を行い、正しい知識だけでなく、性に関する思考力、

判断力、表現力の育成に取り組んでいるところです。なお、教職員の負担にも配慮しつつ、

それ以外の部分については家庭教育との連携を図っていければと考えております。 

 次に、専門的な方を招くことについての現況でございますが、各学校長とも協議を行い、

今年度、児童生徒に関わる教職員の指導力向上を図るため、性的マイノリティーに係る外

部講師をお招きし、研修を実施してまいります。 

 今後も各学校長とは山積する課題の解決に向けて協議を進めながら、実効性のある取組

を進めてまいります。 

 以上、佐々木議員の一般質問に対する答弁といたします。 

〇議長（髙谷 茂君） 佐々木君。 

〇５番（佐々木常子君） ご答弁ありがとうございます。初めに、子どもに優しいまちづ

くりについてのほうで（３）番です。まちづくりを進めていく考えはあるかというところ

で、町長はもちろんそういうふうにしていくということでしたけれども、４年後には大学

のない町になりますけれども、子どもファーストを掲げている町にとっては、今日本で５

市町村ですけれども、当別がこれに取り組むとなれば世界的に発信されますし、すごくイ

ンパクトがあるというふうに思いますが、どうでしょうか。 

〇議長（髙谷 茂君） 町長。 

〇町長（後藤正洋君） ストレートな質問ありがとうございます。先ほど答弁しましたけ

れども、４つのファーストを掲げて、今日も石狩が来年度から医療費を高校生まで拡大す

る方針だということが出ていまして、それぞれの地域で子育て、あるいはそういった支援

をどうするかということを今前向きに取り組んでいまして、一方で国がこども家庭庁をつ

くって１年たちましたけれども、期待していたほどの国が子育て支援ですとか、そういっ

たことを基調にして少子化を克服していくという対策としてはまだ不十分だと思っていま

すので、そういった点で国のほうにいろんな意味で要望を上げていきたいというふうには

思っています。 

 そういった中で、５番目にユニセフのというお話でありますけれども、当別は、先ほど

も答弁の中でちょっと触れましたけれども、北海道開拓、あるいは当別開拓以来、子弟教

育をしっかりと行うということを歴史的にやってきた村でもあります。そういった意味で

は、いわゆる武士社会から明治という時代を経て民主的な社会に変わっていく中で率先し

て武士の階級といったものを取り除いて、分け隔てない、小さいお子さんも大きなお子さ

んも、あるいは男女の別なく教育を徹底してきたという、そういった地域の歴史がありま

す。そういったものを大事にしながら当別の教育をしっかり行っていくと。ただ、一方で、

ご指摘いただいていますように新たな視点というものは教育の面では必要だというふうに
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思っておりますので、これまでの伝統的な教育の中で改めるものは改める、足りなかった

ものは学んでいくという姿勢は変えずにとは思っています。ただ、文化の違うよそで行っ

ているものが100％いいということではないというふうに思っていますので、そういった

ところについてはいいものは取り入れていくということでやっていきたいと思いますが、

基本は先ほど申し述べたようにこれまで150年行ってきた教育の歴史がありますので、そ

ういったものを大事にしながら、当別の子どもたちをしっかりと育んでいく教育なり子育

て支援なりをしていきたいというふうに思っております。 

〇議長（髙谷 茂君） 佐々木君。 

〇５番（佐々木常子君） ありがとうございます。もしかしたら今の答えが今これから言

うことの答えでもあるかなと思うのですけれども、もう一つだけ言いたかったのですけれ

ども、同じ（３）のところです。近年子育て世代の方がたくさん当別に入ってきました。

家を買って住むときって一番最初に経済です。自分がその家を買う。経済的な問題とか、

また便利さとか、また環境とかを考えられると思いますが、そこに教育についてというの

は結構大きな、子育て世代ですから、大きなウエートを占めると思います。どのような教

育をしていくのかとか、教育環境はどうなのかという、ここは今とうべつ学園ができたの

で、何かすごく私自身もうれしい気持ちではあるのですけれども。ここの中では、やはり

子どもを大切にする町なのだという、これがいかに伝わるかということがすごく大きなこ

とではないかと思うのです。自分が子育て世代で引っ越してくることを考えれば、子ども

の幸せってやっぱりすごく大きいですから、割合の中で。やっぱりそこが本当に大きな決

め手になるのではないかというふうに思うのです。 

 また、今町長がちょうどいろいろ新しいことにも挑戦してくださると、それが答えなの

かなと思いながらも今言っているのですけれども、当別町は子どもを大切に考えている町

だという、それが伝われば伝わるほど、浸透すれば浸透するほど、結構こういう、私もそ

うですし、私より若いお母さんたちも結構口コミの力って大きいです。当別町って子ども

大事にしてくれるのだわという、こういう口コミが伝わっていくということはすごいこと

だなというふうにも思いますし、さらにたくさん来てくださるのもすごくうれしいし、ま

たここに住んでいる子どもたちもそういうふうに実感していくということはすごく幸せな

ことだなって思います。子どもも幸せだし、親もすごく幸せになれるという、そこは本当

に大事なことだなというふうに思っています。 

 何かごめんなさい。どこで終わっていいか分からない、自分でも。さっき町長が新しい

ことに挑戦していくっておっしゃってくださったので、さっきのユニセフの中でいくと10

番目かななんてちょっと思いながら、その市町村に合わせた何か１つ挑戦していきたい、

いってほしいという気持ちでいますが、どうでしょうか。 

〇議長（髙谷 茂君） 町長。 

〇町長（後藤正洋君） 再々質問ありがとうございます。私も今回質問の意図がありまし

たので、ユニセフのことを全て調べさせていただきました。そういった点で先ほどの答弁
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をさせていただきましたけれども、今ご指摘ありましたように当別町内では子どもの数も

増えておりますし、生まれてくる子どもの数も微増ではあるけれども、増えているのです、

令和に入ってから。それと、外から来ていただくお子さんの数も増えていますし、30代で

子どもさんを持っている女性の方も今増えています。４月には消滅自治体ということで新

聞に載りましたけれども、あれについては皆さんご承知のように2020年のデータを基にし

ていますので、当別は2021年、22年、23年と社会増になっていまして、今申したように子

どもの数も増え、30代の女性の数も増えているという状況でありますので、恐らく次の発

表についてはそこから抜け出せるのではないかなというふうに思っておりますけれども、

また土曜日の日に当別町がお願いしましたＳＴＶが９時55分から30分の番組を作っていた

だいて、その中でも当別に移住してこられたお子様を育てられている方のインタビュー等

々が出ていましたけれども、その中で当別で子どもを育てるそのよさというものをしっか

りと言っていただいたりですとか、あるいは当別に移住してきていただく中でそのメリッ

ト、当別に移住するメリットというのはこういうことがありますよとかということを役場

の職員が直接話をしたりですとか、そういったことで、結構視聴率もよかったというふう

に聞いていますので、そういった点では今まで議会の皆様に理解をいただいてやってきた

ことが成果として少しずつ現れているのかなというふうに思っております。 

 そういった意味で、今ご質問いただきました子どもに優しいまちづくりという点でこれ

からも努力をしていきたいというふうに思っていますし、そういったことがほかのまちと

の差別化になって当別を選ぶ理由になっていただくということが必要かなというふうに思

っています。その最大のことがとうべつ学園の開校だったと思いますし、デジタル教育を

いち早く取り入れた、そしてそれを行政の中でも自発的に、チャットＧＰＴですとかいろ

んなこと取り組んでいる、町全体がデジタル化しているというようなイメージを持ってい

ただけているのかなというふうに思っております。そういったことで取り組んでいきたい

と思いますので、今後ともよろしくお願い申し上げさせていただいて答弁にさせていただ

きます。 

〇議長（髙谷 茂君） 佐々木君。 

〇５番（佐々木常子君） ありがとうございました。 

 では次に、子どもの権利の教育について少し質問したいのですが、今までも権利の学習

があるというふうにさっき教育長からお話ありましたけれども、あまりそういうふうな、

少し子どもさんたちと話したり、そういう親御さんと話したりしていても子どもの人権に

ついて学んでいるという、あまりそういうふうには感じられなかったのですけれども、さ

っき教育長が言ったことはもう既にやっていることなのでしょうか。そうなのですね。そ

ういう部分ではまだ何か非常に足りないのではないかというふうに思っていてこの話にな

っているのですけれども、ぜひこども基本法に基づくというか子どもの権利に、もうちょ

っと子どもたちにも分かりやすく何か、もし今までもなされているのであればそういうふ

うにしてお願いしたいなというふうに思いました。 
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 ここで一回切ったほうがいいのでしょうか。すみません。 

〇議長（髙谷 茂君） （３）番の質問ですね。 

〇５番（佐々木常子君） そうです。ごめんなさい。３番です。 

〇議長（髙谷 茂君） 教育長。 

〇教育長（三澤吏佐子） 子どもの権利についての学習については、やはり小さい子ども、

それから思春期の子ども、年齢に合わせていろいろな形でアプローチしていくことが必要

だというふうに思っております。そういう中で画一化してこれが権利の教育ですよという

形ではなくて、いろいろな教科の中で、そして道徳ですとか、それからよその人権委員の

方々を招いてだとか、いろんな局面をつくりながら人権について理解していく、これが大

切だというふうに思っております。これからも丁寧にそこの部分進めてまいりたいという

ふうに思っております。 

〇議長（髙谷 茂君） 佐々木君。 

〇５番（佐々木常子君） では、最後、（４）のほうですけれども、教職員もそこに携わ

っているから聞いているのだというふうには思うのですけれども、教職員の方も子どもの

権利について学ぶことは非常に、もしかして子どもより以上に、先生の言葉って子どもた

ちに物すごく影響を与えますから、そういう部分ではすごくそこら辺は大事なことではな

いかなというふうに思っています。私自身もやっぱり教師の方の心ない言葉で起きたいろ

んなことを現実に携わってきた部分もあって、そこら辺のところは今のままでいいという

ふうには少なくとも思えないのですが、それに関してはどのようにお考えというか、これ

からの対策、ちょっとお聞きしたいと思います。 

〇議長（髙谷 茂君） 教育長。 

〇教育長（三澤吏佐子） このことに関しましては、特に子どもの感性が軟らかい時代の

教育に当たる教職員でございますので、言葉だったり、態度だったり、服装だったり、い

ろいろなことが子どもに影響を与えるということは非常に大きいというふうに思っており

ます。これに関していろいろな研修を進めているところですけれども、これ教育委員会だ

け、それから学校だけということではなくて、北海道教育庁石狩教育局の指導、専門の方

々もお招きする中で指導をいただきながら、まずは先生方の意識を改革すること、それか

ら先生方のレベルを上げること、そこに力を注いでまいりたいというふうに思っておりま

すし、現実に今もそういうようなお力を借りながらレベルアップに努めているところでご

ざいます。 

〇議長（髙谷 茂君） 佐々木君。 

〇５番（佐々木常子君） ありがとうございます。ぜひ頑張ってほしいなというふうに思

っています。 

 いろんな場面でいろんな話を聞く中で先生に対してもそういうふうに望むこともあるし、

また子どもの成長のため、子どもの幸福のためというところが一番最初だと思うのですけ

れども、そこに携わっている親、保護者の方も子どもが苦しいとそれ以上に苦しいですね、
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やっぱり。もし自分であれば。やっぱり自分が苦しいよりも子どもが苦しむってすごく苦

しいですから、そういういろんな場面というのは本当にあらゆる手を尽くして解消してい

かなければというふうに考えています。そういう部分では先生方がそういうのを受けてい

くということはもちろん大事だと思うし、またさっきの、すみません、さっきの話ちょっ

とかかってしまうかもしれないのですけれども、もうちょっと全体的に子どもの権利につ

いてというのを親御さんとか例えば私、私は今父兄ではありませんけれども、私とか、今

こども基本法って結構どんと出ているけれども、そんなに分からないといえばそんなに分

からないで世の中で過ぎているので、そういう部分では子どもの権利を学ぶ機会として、

さっきいろんな話も出ていましたけれども、どんと、教育委員会としてなのかどの形かよ

く分からないのですけれども、そういう名前で聞きたい人がみんな聞きに行けるような、

何かそういうことをやってもいいのではないかなというふうに思うのですけれども、どう

でしょうか。 

〇議長（髙谷 茂君） 教育長。 

〇教育長（三澤吏佐子） 教育には学校の現場だけではなくて社会教育の現場もございま

す。そういう中で、ＰＴＡだったり、それからＣＳだったり、コミュニティ・スクールで

す、だったり、それから社会教育の事業のようなものを通じてそういう機会をつくってい

くということは非常に有効だというふうに考えております。 

〇議長（髙谷 茂君） 佐々木君。 

〇５番（佐々木常子君） ありがとうございます。質問ではなくて、ぜひそういう機会を

いろんな形で持って子どもたちの幸せのために、ひいては全員が幸せになれるのではない

かというふうに思うので、ぜひよろしくお願いいたします。 

 以上です。 

〇議長（髙谷 茂君） 以上で佐々木君の質問を打ち切らせていただきます。 

 次に、通告２番、角田君の質問であります。なお、角田君より質問するに当たり資料を

配付したい旨議長に申出があり、これを許可しましたので、お手元にお配りをしておりま

す。 

 角田君。 

〇１番（角田広佑君） 議長より許可をいただきましたので、発言させていただきます。 

 その前に、２年目を迎えまして安心、安全、魅力ある当別町を目指して様々なベクトル

から一般質問をこれまでさせていただきました。あわせて、町内外のイベントにも足を運

びましてＳＮＳ等で発信するなど町の魅力について情報発信を続けております。時には様

々なイベント、アクシデントだったりもあったりもしましたけれども、驚きながらも毎日

刺激的な生活を送らせていただいております。これからも町の発展のため尽力してまいり

ますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 それでは、通告に従いまして３項目５点につきまして一般質問を１回目始めさせていた

だきます。まず、大項目１つ目、公共駐車場の目的外使用への対応について質問いたしま
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す。当別町内には町管理の公共駐車場が複数あり、たくさんの方々が利用されております。

その中の一部駐車場において、本来の目的、いわゆる施設利用とは違った目的で駐車場を

利用する車両が散見されています。例えば総合体育館の駐車場や当別駅前南側の駐車場が

それに該当します。特に当別駅の南側、ふれあい倉庫横の駐車場においては、ホームペー

ジ上では利用時間を４月から10月が午前９時から午後８時、11月から３月が午前９時から

午後７時と明記されているほか、さらには短時間利用という案内表示も現地で掲示されて

いるにもかかわらず、１日以上超える長時間利用の車両も確認されています。本来の目的

による駐車ではないことは明らかです。本来駐車したい利用者が駐車できないという現象

も発生している状況です。町長にお伺いいたします。目的外使用とみられる町有駐車場の

使用状況に対し、町としてどのような見解をお持ちか、また対策の検討はなされているの

かをお伺いいたします。 

 あわせて、さきに触れましたふれあい倉庫横の駐車場では催事のある週末において来訪

者が駐車できず、周辺への路上駐車を余儀なくされていたり、駐車を諦め、ふれあい倉庫

に訪れることを断念するなど機会損失を招いている状況にあります。さらに、これはとあ

るキッチンカーの業者から伺った話なのですが、占用許可を取得した駐車箇所に数日間別

の車を駐車され、本来の場所とは違った場所で営業を行ったという実際の話を受けました。

占用許可を受けた際、占用区画の規制は申請者で行うものとされていると思いますが、許

可を受けた区画に数日をかけて目的外使用による駐車車両があると本件のような事象が再

度起こる可能性は否定できません。町長にお伺いいたします。駐車場の目的外使用による

本来利用目的者の機会損失や占用許可者が使用できなくなるといった現状について抜本的

に対策を講じる必要があると考えます。町長のお考えをお伺いいたします。 

 次に、災害時におけるボランティアセンターの設置に関して質問を行います。大規模災

害が発生した際、まずは人命の安全を確保することを先決とし、その後避難所等の設置に

ついて自治体や社会福祉協議会、以下社協と呼称しますが、民間のＮＰＯ団体等と連携を

して取り組むこととなり、その後の復旧、復興に取り組むこととなります。その際には災

害ボランティアの役割は重要であり、ボランティア活動の拠点として設置するのが災害ボ

ランティアセンターとなります。災害ボランティアセンターの役割は、ボランティアの登

録、管理、ボランティア活動範囲の設定、ボランティア活動のマッチング調整、救援物資

の受入れ、仕分、搬送、センターの情報提供、関係機関との連携、広報活動など多岐にわ

たる上、専門知識やスピード感を求められるものとなっています。また、その設置につい

ては適切な場所の確保、ボランティアの受入れ、登録、管理システムの確立、活動内容の

確認、割当てなど、ボランティアの受入れ、配置体制についてオペレーションになるもの

となっています。 

 さて、そのボランティアセンターの開設主体は、社協をはじめＮＰＯ等民間団体、自治

体が自ら設置するなど多様な方法があります。当別町地域防災計画では社協、日本赤十字

社北海道支部または各種ボランティア団体、ＮＰＯなどからの協力申出等により災害応急
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対策等の実施について協力を受けるものとすると明記されているところであります。その

設置における迅速さの重要性は言うまでもありません。例えば2018年の北海道胆振東部地

震において、安平町では町内の認定こども園が社協より早く対策に乗り出し、そこに安平

町も後づけとはいえ要請したことから、以降の災害ボランティアの受入れ、ニーズとのマ

ッチング対応について迅速に対応できたという実例があります。このことを鑑みると、平

時における密な情報交換や連携がセンターの動きを左右することは言うまでもありません。

そこで、町長に質問いたします。発災時の災害ボランティアセンター設置に関し、各機関

との協力、連携体制の現状についてお伺いいたします。 

 また、災害ボランティア活動ですが、その活動が注目されるようになったのは1995年の

阪神・淡路大震災とされています。全国各地から多くの災害ボランティアが集結し、復旧、

復興支援の後押しをしたことからボランティア元年と称され、その後災害ボランティアが

注目されるようになりました。一方で、その当時受入れ態勢の不備により、遠方からバス

をチャーターし被災地に赴いても何もせずに帰宅してしまうボランティアも少なからず存

在し、課題となりました。その教訓から、現在は先ほど発言したような体制を確立し、ニ

ーズとマッチングに合致したボランティアセンターの設置、運営がなされており、その結

果2011年の東日本大震災や2018年の北海道胆振東部地震、今年では能登半島地震でも多く

のボランティアが現地で活躍をされています。町長にお伺いいたします。以上のことを踏

まえると、避難所設置の訓練同様災害ボランティアの受入れの手順についても設置開始か

ら運営までの一連の流れをロールプレーするような訓練が必要と考えます。町としてのそ

のようなお考えはあるかお聞きいたします。 

 大項目３つ目に、スクールソーシャルワーカーの配置状況についてお尋ねいたします。

昨年度末に令和６年度会計年度任用職員としてスクールソーシャルワーカーの募集をして

おりました。その要項の記載内容や労働時間、待遇について令和６年度予算審査特別委員

会において質問させていただきました。実際のところ１名採用となり、業務に携わってい

たとのことですが、その方が退職となったことで現在未配置の状況となり、５月24日より

登録募集が町のホームページに掲載されているところであります。令和６年度の予算審査

特別委員会でも執行者答弁の中で触れておりましたが、スクールソーシャルワーカーは精

神的、経済的な課題を抱えている相談者に寄り添い、必要な助言や利用可能なサービス紹

介をしたり、サービスを利用する上で関係機関との連絡調整を円滑に行える知識を有する

者と解釈され、町の募集要項では資格として社会福祉士、精神保健福祉士の資格を有する

者、またはこれに準ずる教育や福祉に関して専門的な知識、技術を有し、教育や福祉分野

において活動経験を基に関係機関と連携することができる者と示されています。つまりス

クールソーシャルワーカーは、専門的知識、技術はさることながら、経験や連携の能力が

必要で、高度な技術を要する難易度が高い職種と見ることができます。加えて課題を抱え

た事業やその家族との関係形成、業務の連続性など、長期継続的に携わることが肝要であ

る専門職であります。しかしながら、現在の町が示す待遇条件を見ると社会人が定着し、
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継続して勤務する待遇とは必ずしも言えず、勤務日数も少ないことから、さきに示した児

童や家族との関係形成や業務の連続性に支障を来すおそれがあると考えます。そこで、教

育長にお伺いいたします。本来児童やその家族と向き合い、課題解決に向けて継続的に取

り組むべき職種であるスクールソーシャルワーカーですが、現在町においての同職は定着

していない状況にあります。その原因をどのように分析しているのかお聞かせください。 

 以上、１回目の質問とさせていただきます。 

〇議長（髙谷 茂君） ただいまの角田君の質問に対する町長、教育長の答弁を求めます。 

 町長。 

〇町長（後藤正洋君） 角田議員の一般質問にお答えをいたします。 

 初めに、公共駐車場の目的外使用についてでありますけれども、公共駐車場といいまし

てもそれぞれ施設別にありますので、当別駅前広場の駐車場について答弁をいたしますが、

長時間の駐車という点については見受けられる部分もありますが、目的外の使用という点

については実態調査を行っていませんので、車の駐車状況から一概に目的外使用であると

いうことは断定できないものと認識をいたしております。駐車場の使用につきましては注

意喚起の看板も設置しており、引き続き管理強化を図ってまいりますが、個人のモラルに

よるものが大きいものと考えておりますので、利用者の皆様には目的とルール、マナーを

遵守し、ご利用いただきたいと考えております。なお、そのような行為が見受けられまし

た場合には、ぜひ角田議員あるいは今日おいでの皆様、私どもも含めてですけれども、注

意喚起をお願いしたいというふうに思います。 

 次に、目的外使用による駐車場の現状についてのご質問でありますけれども、先ほどキ

ッチンカーの事例のお話がありましたが、町にはそのような事案について報告や届出がな

いことをお伝えさせていただいた上で答弁をいたしますが、ルールを守らない利用者によ

る迷惑行為はあってはならないものであります。先ほども答弁いたしましたとおり、個人

のモラルによるものが大きいと認識しております。いずれにいたしましても、利用者の皆

様が快く利用していただけるよう引き続き注意喚起に努めてまいりたいと考えております。 

 次に、災害時のボランティアセンター設置における各機関との協力、連携体制の現状に

ついてのご質問でありますけれども、災害ボランティアセンターは町の要請により当別町

社会福祉協議会において設置され、町や北海道災害ボランティアセンター、日赤奉仕団な

どの協力、連携の下で運営する体制となっております。 

 また、災害ボランティアの受入れ訓練が必要ではとのご質問でありますけれども、こち

らも社会福祉協議会において胆振東部地震などの被災地で災害ボランティアセンターの運

営経験のある職員を中心に今年度から訓練を実施する予定と伺っております。 

 以上、角田議員の一般質問に対する私からの答弁といたします。 

〇議長（髙谷 茂君） 教育長。 

〇教育長（三澤吏佐子） それでは、角田議員の一般質問にお答えをいたします。 

 昨年度採用したスクールソーシャルワーカーは、他の自治体でも同様の業務を担ってい
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た方で、今年度そちらの勤務日数が増加し、両方を担うことが不可能になったため、残念

ながら退職されることになりました。そのため、改めてスクールソーシャルワーカーの募

集をしているところでございますが、スクールソーシャルワーカーには相手に寄り添いな

がら話を聞くコミュニケーションスキルや関係機関との調整を進めるなど総合的な力が求

められるだけでなく、その担い手となる人材の総数自体が不足していることや本町のみな

らず他団体においてもスクールソーシャルワーカーを必要としており、人材が都市部に集

中することが採用に至らない要因であると考えます。現在北海道教育委員会からの派遣と

昨年勤務いただいた方の勤務可能な日時を調整して対応を行っております。 

 また、今後は募集を継続しながら、町長部局と協議し、新たな人材の発掘に取り組んで

まいります。 

 以上、角田議員の一般質問の答弁とさせていただきます。 

〇議長（髙谷 茂君） 角田君。 

〇１番（角田広佑君） 町長、教育長、答弁ありがとうございます。 

 それでは、大項目の１つ目について再質問をさせていただきます。個人のモラルである

とか、そういったところを、要は注意喚起をしていくというところでご答弁いただきまし

た。ありがとうございます。現代社会、大変車社会でありまして、一家に１台だけではな

く２台、３台という時代になっております。当別町においても通勤は自動車や鉄道、それ

だけではなくて車と鉄道を併用して通勤される方ももちろんいらっしゃいます。鉄道を含

めた交通インフラが徐々に縮減している昨今において、この体制は徐々にまた増えていく

可能性があると考えます。そんな中で町長に再質問したいと思います。例えば一部の公共

駐車場を有料化する、もしくは一部の駐車場利用者に許可制をしくなど、利便性を維持し

つつ、目的外使用の縮減を図る方策もあると考えます。通勤の足を確保するという意味で

もそういったところの方策というのができるのではないかなと私は考えております。町長

のお考えをお伺いしたいと思います。 

〇議長（髙谷 茂君） 町長。 

〇町長（後藤正洋君） 角田議員の再質問にお答えをいたします。 

 先ほども答弁させていただきましたけれども、公共駐車場の目的外使用の縮減を図る方

法ということであります。有料化ですとか、いろんなご提案もいただきましたけれども、

先ほど答弁させていただきましたように、使用については個人のモラルによるところが多

いというふうに思いますし、当別町内には４つの駅がありますので、そこの駐車場をライ

ドオンシェアでしたか、ライドトレイルだったか、そういったことで使用していただくと

いうことも可能かなというふうに思いますけれども、いずれにつきましてもそれぞれ利用

していただく方のモラルにまず期待をさせていただきたいというふうに思っております。

そういった点で、有料化ですとかいろいろとご提案もいただきましたが、なかなか現実に

は、過去にも検討した経緯はあったというふうに思っておりますが、なかなかそこの現実

には至っていないということでご理解をいただければというふうに思います。 
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〇議長（髙谷 茂君） 角田君。 

〇１番（角田広佑君） ご答弁ありがとうございます。町民の移動手段の確保、公共交通

とも一体となって進めていく必要があると思いますので、私もいろいろと研究を重ねなが

ら都度提案をしていきたいなと思っておりますので、今後ともよろしくお願いいたします。 

 続きまして、題目２つ目の再質問をさせていただきたいと思います。先ほど訓練、今年

度行う予定であるということでご答弁いただきました。これまではやっぱりコロナもあっ

たことでなかなか町内での訓練であるとか、いわゆる大規模な訓練もできなかった状況が

あって、これが第５類へ移行されたことから、防災訓練の拡充、さらに様々な状況やパタ

ーンを想定した訓練の必要性が出てくるし、これができる体制になってきていると思われ

ます。例えば東京都板橋区では区の社協主催で災害ボランティアセンター運営研修という

のを開催し、講義と演習を一体に行った事例がありまして、災害ボランティアセンターに

特化した、そういった訓練というのも行っている事例があります。また、多くの自治体が

総合防災訓練として各機関と連携しながら、災害発生からボランティアセンター開設まで

のタイムラインを短縮バージョンながらも一体的に行っているところもあります。ここで

町長にお伺いいたします。今後ボランティアセンターのオペレーションを含めた全町規模

での総合訓練の設定をするお考えはあるかお伺いいたします。 

〇議長（髙谷 茂君） 暫時休憩します。 

 

          休憩 午前１０時５９分 

 

          再開 午前１１時００分 

 

〇議長（髙谷 茂君） 再開します。 

 町長。 

〇町長（後藤正洋君） 角田議員の２番目のボランティアセンターに関連する再質問をい

ただきました。ボランティアセンターそのものの研修につきましては、先ほど申しました

ように今年の秋以降に計画をしているというふうに伺っていますので、そこはしていただ

けるのかなというふうに思います。基本的には防災マニュアルを町としても作って整備し

ていますので、それにのっとった形で行いますが、詳細につきましては担当部長のほうか

ら説明させますので、よろしくお願いします。 

〇議長（髙谷 茂君） 総務部長。 

〇総務部長（長谷川 明君） ただいまの角田議員のご質問にお答えを申し上げます。 

 まず、災害ボランティアセンターの訓練に関するご質問、そこから派生した形での町全

体での総合訓練というようなお尋ねでございますが、初めにただいま町長答弁にもござい

ましたとおり、災害ボランティアセンターにつきましては今年の秋以降をめどに、既に平

成29年３月の段階でボランティアセンターの設置運営マニュアルというものが社協のほう
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で作成をされてございます。これに基づいた訓練のほうを実施をする予定であるというこ

とをまず伺っているところでございます。 

 なお、これらを総合的に取り扱うひもづいた形での町一体となっての総合訓練というよ

うなイメージでご質問かと承りますが、こちらについては現況今のところ計画はしてござ

いません。ただ、ご提案にもありましたとおり、コロナも明け、災害対応に関しまして実

地の訓練ができるような状況がどんどん整ってきておりますことから、今後これらの訓練

の実施に向けて内部で検討を図ってまいりたいと考えているところでございます。 

 以上です。 

〇議長（髙谷 茂君） 角田君。 

〇１番（角田広佑君） ご答弁ありがとうございました。当別町は、この前のテレビでも

ちらっと言っていたのですけれども、災害発生リスク、被災リスクが少ない町とされてい

るということで思われがちなのですけれども、やっぱり突発的な災害はいつどこで起きて

もおかしくない状況です。そのことを啓発しながら、効果的な災害対策、防災訓練の開催

をぜひともお願いしたいと思います。第２項目めについては以上とします。 

 それでは、大項目３番目について再質問いたします。議長の許可を得ました提供しまし

た資料１を御覧いただきたいと思います。こちらは、公益社団法人北海道社会福祉会によ

るスクールソーシャルワークの実践研究に基づいた講演資料で、日本医療大学、今西良輔

准教授に承諾をいただきまして一部を抜粋して示したものであります。便宜上１、２、３、

４とページ数を振っておりますが、１ページ目には現在児童生徒が抱える多問題、発達障

がいや精神障がい、家庭環境の問題を整理しており、学校教育においては教員がこれらの

問題に直面していることを指しています。次に、２ページ目では現在の学校における実情

や課題を示しております。実は35人学級を目指した結果、教員が児童生徒を見切れない状

況があり、その結果教職員の残業過多、心身の不調などが起こっているとされ、人員配置

を計画的に推し進める必要があるとあります。そして、３ページ目ではそれらの状況にお

いて教職員の定員割れ、スクールカウンセラーの配置不備や時間数の少なさ、さらに家庭

環境に踏み込めないといった課題があり、学校と地域で子どもと家族を支える支え手の必

要性を示しています。これを見ますと、学校教育においては児童生徒とその家族の問題に

対し教職員側の課題も浮き彫りになっており、これらの諸問題に対して組織的に取り組む

必要があります。さらに、資料１の４ページ目ですが、学校の保健室の先生のように、困

ったときに卒業して大人になってもいつでも頼られるような存在が学校には必要です。卒

業したら関係ないではなく、児童生徒が卒業後に遭遇する様々な困難に対してもその都度

相談することができる役割がスクールソーシャルワーカーには期待されており、十分その

役割を果たすものであるといいます。 

 以上のことを考えると、会計年度任用職員で、さらに勤務日数が週３日という勤務形態

では上記の職責を全うすることは困難であるほか、十分な給与、待遇であるとは言えない

と私は思います。令和６年度予算審査特別委員会において佐藤立議員も指摘されておりま
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したが、正規職員としての採用が必要であると私も感じています。教育長にお伺いいたし

ます。今後スクールソーシャルワーカーの正職員採用ないし会計年度任用職員にしても勤

務日数を常勤並みの日数とする等の検討をするお考えはあるかお伺いいたします。 

〇議長（髙谷 茂君） 教育長。 

〇教育長（三澤吏佐子） ただいまご指摘をいただきましたとおり、学校にとりましても、

また問題を抱えている児童生徒、さらには保護者にしっかりと寄り添うためにもスクール

ソーシャルワーカーの存在というのは非常に心強い、そして有効な活動をしていただいた

というふうに思っております。していただいたというよりも、していただいているという

ふうに考えております。そういう中で、先ほど待遇改善の問題が出ましたけれども、やは

り有能なスクールソーシャルワーカーの方に町に根づいていただくためにはそれなりの待

遇を用意するということは必要なことだというふうにも考えております。そういう中で、

先ほど仕事の時間の話がありましたけれども、去年までは週３日ということで巡回をして

いただいたところですけれども、今年の予算の段階では週４日ということで設定をさせて

いただいたところです。残念ながらまだ適任者に出会うことはできませんけれども、待遇

面のことに関しましても町長部局としっかり相談をした中でよりよい人材を見つけていき

たいというふうに考えております。 

〇議長（髙谷 茂君） 角田君。 

〇１番（角田広佑君） ご答弁ありがとうございます。日数を今増やした状況であるとい

うことで、そういったところで今検討しているというところでご答弁いただきました。そ

の点についてもう一つ質問させていただきたいと思います。令和６年度予算審査特別委員

会においてスクールソーシャルワーカーの正規雇用が難しい要因は何かという佐藤立委員

の質問に対し、執行部では、これだけを生業にしている人がなかなかおらず、合間合間で

働きたいという方も実際におり、他の自治体のスクールソーシャルワーカーとの掛け持ち

で希望されている方もいらっしゃるという答弁がございました。この点について私は見解

が違うと思っております。そういう人材がほかでも働いているから合間で希望しているの

ではなく、ほとんどの自治体がスクールソーシャルワーカーの採用について週３回から４

回という町と同じような採用形態をしており、それだけでは生業になり得ないため、やむ

なく掛け持ちせざるを得ないといった問題もあるわけであります。この点については北海

道社会福祉士会、それから北海道精神保健福祉士協会、双方共々共通の課題として認識を

しているということでお話を伺っている状況であります。さきの今西准教授においても、

スクールソーシャルワーカーの養成課程のある大学があるものの、専門性を学んでも正職

員ではないという部分から卒業後に就くことを視野に入れにくい現状もあると分析してい

るというところでご回答もいただいている状況であります。これは国全体として言えるこ

となので、当別町が遅れているとか、そういうことではなく、社会が学校教育がスクール

ソーシャルワーカーの必要性を認めながらも、その配置について踏み込めていない現実が

あると私は思います。教育長、今こそ教育行政執行方針でも明確に示されている町の宝で
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ある子どもたちを未来を開く人材として育てる支え手として、他の市町村よりも力を入れ

て取り組んでいることを示す意味でもスクールソーシャルワーカーの正職員採用ないし週

５日勤務のお考えはあるか改めてお伺いしたいと思います。 

〇議長（髙谷 茂君） 教育長。 

〇教育長（三澤吏佐子） スクールソーシャルワーカーの有効性については、非常に必要

だということを感じているところでございますので、そのような人材が学校に、また当別

町に配置できるようなことを目指しながら、町長部局としっかりと相談をしてまいりたい

というふうに思っております。 

〇議長（髙谷 茂君） 角田君。 

〇１番（角田広佑君） 答弁ありがとうございます。力強い答弁いただきました。これか

ら期待したいと思います。質問については以上になります。 

 ただ、今回の質問に関してですが、ただいま行われている第213回衆議院通常国会にお

きまして兵庫県の桜井周衆議院議員がスクールカウンセラーとスクールソーシャルワーカ

ーの活用と待遇に関する質問主意書を提出しておりまして、これ受理されております。こ

の答弁を確認しながら今後も注目をしてまいりたいと思いますので、よろしくお願いいた

します。私の質問については以上であります。 

 町長も先ほどお話ありましたけれども、先日のＳＴＶのテレビ番組、私も拝見させてい

ただきまして、非常に当別町の魅力、移住政策についてコンパクトに分かりやすくまとめ

られていてすごくいい番組だったと思っております。あと、今日の朝刊でも医療大生がモ

ルックの大会を企画したというところもあって、ピンチはチャンスでより一層当別が盛り

上がりを見せていると思います。私も魅力を発信しながら町をより一層盛り上げてまいり

たいと思います。 

 以上、一般質問を終了いたします。ありがとうございました。 

〇議長（髙谷 茂君） 以上で角田君の質問を打ち切らせていただきます。 

 次に、通告３番、芳形君の質問であります。 

 芳形君。 

〇３番（芳形幸夫君） 議長の許可をいただきましたので、通告に従い一般質問を行いま

す。 

 日本共産党の芳形幸夫です。よろしくお願いします。質問を行う前に、皆さんに報告を

することが１件ございます。私のほうで一般質問通告書一覧に出ています大きな項目の２

番目、その（２）、文章からいきますと当別町は豪雪地域であるのに厚生労働省は当別町

の豪雪地域指定にしていないから始まりまして、町から道や厚生労働省に豪雪地域指定を

要望すべきと考えるが、見解を伺うという、この項の質問についてです。これは、誠に申

し訳ありません。私が拙速な展開をしてしまいまして、部局に確認もせず、今回質問事項

として挙げてしまいました。そのことにつきましては、私も今後このようなことがないよ

うに自己研さんに努めますので、よろしくお願いしたいと思います。ここで取消しの依頼、
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また議長、部局にも対応させていただきました。よろしくお願いいたします。 

 早速今日の質問に入らせていただきます。大きな項目は３点です。小項目は５点となり

ます。最初に、当別町にある介護施設、医療機関への支援の在り方についてです。社会福

祉法人当別長生会への運営補助金が採択されましたが、当別町民への周知、説明について

と今回の採択事例とは別に同様の支援要請を受けた際の対応についてです。最初に、私ど

もは今回の支援について、町から運営を移譲する形で養護老人ホームを運営してきた経過、

経緯は理解できますが、社会福祉法人当別長生会は民間介護事業者という受け止め方をし

て見ています。このことから、今回の支援はあくまで民間会社への支援と私どもは捉えて

います。一民間会社への支援という観点からして当然町民への周知と説明が必要と判断す

るのですが、今後の町民への対応については町としてどのようにお考えか見解を伺います。 

 ２つ目に、町は当別町内にあるほかの介護施設、医療機関からこれまでも支援の要請は

受けていました。今後町内にある事業者から支援要請を受けた際はどのような対応を考え

ているのか見解を伺います。 

 次の項目に移ります。当別町の介護事業の現状と展望について伺います。介護事業の運

営について、当別町の現状と新たな事業計画に基づく介護事業の展望についてです。東京

商工リサーチの2024年１月から５月の調査では、小規模介護事業者の倒産が2024年上半期

において過去最高だった2020年を上回っていると報道されています。この要因、原因がど

こにあるのか、そのことが私たちは重要であるのではないかというふうに判断しています。

また、３月の定例会の一般質問の中で介護サービスの現状と課題ということで取り上げさ

せていただきました。当別町においても介護人材不足によるデイサービスの休止、撤退が

続きました。このようなことの中で当別町介護保険事業計画第９期を示されましたが、改

めて今後の当別町介護保険事業についてどのような具体策、対応策を考えているのか伺い

ます。 

 次の項目になります。３項目めです。北海道国民健康保険運営方針について伺います。

北海道は、令和12年度をめどに保険料水準の統一を目指すとしていますが、今後の展望と

当別町民への影響についてです。質問１点目ですが、私どもは国民健康保険税、国民健康

保険料ともいいます。これは、高齢者や自営業者、所得が低い若い世代にとって生活を圧

迫するほど切実な問題になっていると捉えています。我が党の北海道議会議員団が行った

２月９日の道庁との事務折衝で、その中では国保法では保険料、保険税は自治体が決める

となっているのだから、統一保険料から自治体は離脱できるのかと質問。道は、道庁との

約束事だが、今のところ離脱できると回答を受けています。北海道では179の市町村があ

り、自治体数が他県に比べて非常に多いです。医療費、収納率、保険料の減免等について

も各自治体で違いが大きいと受け止めています。町も国民健康保険税については苦慮され

ていたと思いますが、質問ですが、町は統一保険料に参加ではなく離脱するという検討は

いかがだったのか伺いたいと思います。 

 ２点目になります。３月の定例会でも一般質問で当別町にとってどのような影響がある
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かと伺ったところです。保険料が上がるという回答をいただきました。ちょっとくどいの

ですが、今回の質問は保険料水準の統一ということが広く町民に知られているのか、伝わ

っているのかという観点からです。そこで、質問になります。北海道が進めようとしてい

る保険料水準の統一をすることによって当別町にどのようなメリット、デメリットが生じ

るのか見解を伺います。 

 以上が私の１回目の質問です。よろしくお願いいたします。 

〇議長（髙谷 茂君） ただいまの芳形君の質問に対する町長の答弁を求めます。 

 町長。 

〇町長（後藤正洋君） 芳形議員の一般質問にお答えをいたします。 

 初めに、社会福祉法人当別長生会への支援内容について、今後町民への説明、周知をど

のように考えているのかとのご質問でありますけれども、さきの５月臨時会において社会

福祉法人当別長生会への支援を含む補正予算について議会の議決をいただいていること、

また町民からこの件に関する問合せがないことから町民の理解をいただいたものと認識し

ており、改めて説明や周知を行う予定はありません。なお、今後問合せがあった際には丁

寧に説明をさせていただきたいと考えております。 

 次に、今回の運営補助金と同様の支援要請を受けた際はどのような対応を考えているの

かとのご質問でありますけれども、今回の支援は町が社会福祉法人当別長生会に運営を移

譲した養護老人ホームの収支不足について町にも一定の責任があるものとして支援を行っ

た特別な処置であって、他の事業者に対して同様の運営補助を行う考えはございません。 

 次に、改めて今後の介護事業についてどのように考えているのかとのご質問であります

けれども、令和６年３月定例会において芳形議員の一般質問に答弁したとおり、町内介護

事業所のこれ以上の休止や廃止が今後生じないための対策が必要と認識しており、５月末

には町内の介護事業所の皆様にお集まりいただき意見交換を開催し、事業所が抱える人材

確保に関する話題などを話合いをさせていただきました。今後も継続的に開催を行い、第

９期計画の基本目標の達成に向けて町として適切に対応してまいりたいと考えております。 

 次に、統一保険料から離脱する検討についてのご質問でありますけれども、国民健康保

険法改正後、北海道と市町村が協議の上、北海道国民健康保険運営方針を策定し、一体と

なって国保運営を行うこととなりました。運営方針の中で令和12年度をめどに保険料水準

の統一を目指すとなっており、北海道内全市町村が目指す取組であることから、町独自の

判断で離脱することを検討したことはありません。 

 次に、統一保険料のメリット、デメリットについてのご質問でありますけれども、メリ

ットは、将来にわたって持続可能な医療保険制度が担保されたことで当別町の国保財政運

営が安定したことが挙げられると思います。デメリットといたしましては、令和６年３月

議会において芳形議員の一般質問に答弁したとおり、北海道全体の１人当たり医療費が伸

びていく状況下において保険税率の上昇が見込まれることが挙げられますが、このデメリ

ットに対しては必要に応じて国民健康保険財政運営基金を活用するなど、被保険者にとっ
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て急激な負担増とならないように配慮してまいります。 

 以上、芳形議員の一般質問に対する答弁といたします。 

〇議長（髙谷 茂君） 芳形君。 

〇３番（芳形幸夫君） 答弁を受けさせていただきました。再質問なのですが、大きな項

目の２つ目、（２）のほうです。先ほど町長のほうからは責任ある措置ということを言わ

れました。このことにも関すると思うのですけれども、庁内においても今までも不定期で

あっても話合いの場があったと聞いています。当然そういう流れからしますと、部局とか

町長ご自身が話合いの場を設けるということには至らないのかどうか、ご答弁いただけれ

ばと思います。 

〇議長（髙谷 茂君） 暫時休憩します。 

 

          休憩 午前１１時２６分 

 

          再開 午前１１時４１分 

 

〇議長（髙谷 茂君） 再開します。 

 ちょっと待ってください。芳形議員の先ほどの再質問の内容がどこにどういうことに対

する再質問か分かりませんので、その意味を今確認をするために時間をいただきました。

その確認も含めて、これ再質問でよろしいですから、もう一度質問を整えてください。 

 芳形君。 

〇３番（芳形幸夫君） 失礼しました。私のほうとして聞いたのは大きな項目の１の

（２）のことについてなのですが、その辺がちょっとかみ合っていなかったのですけれど

も、町内にある事業者から支援要請を受けた際はどのような対応を考えているかのことに

ついてから、私としては当別町養護老人ホーム、当別長生会ですか、そのことについてか

らの含んだその視点からという質問でちょっと捉えていなかったものですから、あくまで

も別な事業者のほうの要請、他の事業者、町内にある他の事業者の支援要請という全く別

なものというふうに捉えていたものですから、その中でこちらのほうで訴えようとしたこ

とは、今までも不定期に継続的な開催で事業者との対話を行っているのですということを

聞いているということから、新たに町のほうからもまたこういう要請があるということが

予想される場合にはその前段においてでも話合いの場を設けていただいたほうがいいので

はないかという視点からの質問だったのです。あくまで当別長生会への事例のことについ

てではなくて、こういうことによってきちんと説明された事業者のほうがそのことを認識

して正しく、例えば当別長生会のように特別な事例ではなくて新たなただ単なる支援とい

うことで要請を受けたという観点からの質問なのです。お分かりいただけますでしょうか。

そういう観点からの質問といたしました。 

〇議長（髙谷 茂君） 今の内容で分かるなら、それについて答えていただければと思い
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ますが。 

 町長。 

〇町長（後藤正洋君） 今芳形議員から再質問がありましたけれども、最初の質問趣旨か

らしますと私どもが想定した部分とちょっと違うように私は取っておりました。それで、

先ほど支援を行った特別な措置だということを申し上げたのでありますけれども、今関連

してほかの団体がということのようですので、それにつきましては担当部長のほうから詳

しく説明をさせます。 

〇議長（髙谷 茂君） 福祉部長。 

〇福祉部長（森 淳一君） ただいまの芳形議員の再質問でございますけれども、恐らく

支援というのが我々が答弁した内容よりもちょっと幅広なご質問かと思います。恐らく今

後様々な支援要請等々があった場合どのように対応するのかという趣旨だと思われますけ

れども、これに対しては町としては常にそういった聞く機会というのは設けているつもり

です。特に福祉部局では様々な事業者さんとお話しする機会があって、様々なご要望等々

も受けているところでございます。また、答弁の中にもございましたとおり、今年新たな

取組として町内の介護事業所の皆様にお集まりいただきましてざっくばらんな意見交換会

を開催いたしました。具体的には、やはり挙がってきたのは事業所が抱える人材確保に関

する課題等々が浮き彫りになってまいりました。これも継続的に開催しまして、町内事業

所が抱える様々な課題、支援要請、こういったことに対して町がどのようにお答えできる

のかということも含めまして今後検討を深めていきたいというふうな考えでございます。 

 答弁といたしましては以上でございます。 

〇議長（髙谷 茂君） 芳形君。 

〇３番（芳形幸夫君） 私のほうのただいまの大きな１項目の第２項目についての質問は、

ちょっと私のほうの捉え方とその質問の、そのところの扱い方がきちんとなっていなかっ

たのかなと思います。あくまで一般的なということで、当別長生会への支援という、そう

いう判断ではなくて別な形での整合性をしてくださいという、私たちのほうで聞いている

ところによるとそういう情報が入ってくるものですから、その辺がやはり私も誤解したよ

うに支援という形になってくると、補助金のほうの運営ということでなってくると、そう

いうあれが出てくるのかなと思ったものですから、こういう質問展開となってしまいまし

た。失礼しました。 

 次に、質問項目大きな項目の２点目です。先ほど５月に入って話合いをしたということ

ですので、この辺が私のほうが質問のところでまたかみ合って、受け止め方がそちらのほ

うと同様のあれで判断してしまったのかもしれません。話合いをしていますということで

すので、今後も継続して話合いを持っていただければと思います。 

 質問項目の３項目めの再質問なのですが、北海道国民健康保険運営方針につきましてで

す。それの第１項目、１点目のところの町は統一保険料に参加ではなく、離脱するという

検討はされたのでしょうかということの質問からについてなのですけれども、町長のほう
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では、やはり市町村もきちんと話合いをしたというところでの回答をいただいたと思いま

す。ところが、私たちからするとその市町村の対応というのが本当に十分にされたのかと

いうところが見えてこなかったというのが私たちの思いなのです。私たちの考えです。そ

こから判断すると、やはり町独自の、町の事情というのは、やはり各179自治体千差万別

ですので、そのほうからの視点ということからすると、町の事情からの独自の視点からと

いうと離脱するというところの思いに至らなかったのかというのが先ほどの質問の趣旨に

なります。その上であえてもう一度再答弁をいただいてよろしいでしょうか。お願いしま

す。 

〇議長（髙谷 茂君） 町長。 

〇町長（後藤正洋君） ちょっと再質問の意味が分からないのですが、先ほど冒頭に答弁

したことをもう一度答弁させていただきます。 

 先ほど統一保険料から離脱する検討についての質問ですということで答弁させていただ

きましたが、国民健康保険法改正後、北海道と市町村、道内の市町村が協議の上、北海道

国民健康保険運営方針を策定をし、一体となって国保運営を行うこととなりましたという

報告をさせていただきました。その上で運営方針の中で令和12年度をめどに保険料水準の

統一を目指すとなっており、北海道内全市町村が目指す取組であることから、町独自の判

断で離脱することを検討したことはありませんというふうに答弁をさせていただいており

ます。 

〇議長（髙谷 茂君） 芳形君。 

〇３番（芳形幸夫君） 再々質問ということになるのでしょうか、町独自にという視点は

ないということなのですけれども、ちょっと私も難しいのですけれども、要は私たちのほ

うの視点からすると、例えばこの質問１点目のところ、先ほども読み上げましたが、国民

健康保険税は高齢者や自営業者、所得が低い若い世代にとって生活を圧迫するほど切実な

問題という認識があるのです。やはりなかなかこの問題というのは厳しい状況というのが

あると思うのです。その中で町も独自に今までも検討して毎年の国民健康保険税というの

を決めていたと思うのですけれども、その中にやはりもっと、単純に179市町村の中の話

合いということの中なのでしょうが、そういう反対の意見というのは出てこなかったのか

というところからの視点とかあります。それもあります。また、やはり独自にという、町

民の国民健康保険税ですので、当別町民が対象ですので、その辺から独自にという視点と

いうのはどうあるのかというところです。その辺についてはいかがでしょうか。 

〇議長（髙谷 茂君） 暫時休憩します。 

 

          休憩 午前１１時５３分 

 

          再開 午前１１時５６分 
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〇議長（髙谷 茂君） 再開します。 

 町長。 

〇町長（後藤正洋君） 芳形議員から再々質問いただきました。恐らくこれまでの意思決

定プロセスというものについて各常任委員会のほうでも都度説明させていただいておりま

したけれども、改めて町としてどういうふうに手続を踏んできたかということも含めて担

当部長のほうから説明をさせていただきますので、よろしくお願いいたします。 

〇議長（髙谷 茂君） 住民環境部長。 

〇住民環境部長（種田 統君） 芳形議員の再々質問に答弁させていただきます。 

 国民健康保険の料金の統一水準につきましては、国民健康保険、国民皆さんの生活を守

るために重要な保険でありまして、しかし被保険者の高齢化に伴うそういう医療費の増大

などによりまして毎月赤字が発生し、特に小さな市町村では国民健康保険体制を支えるこ

とが困難な状況となっている中で、国が持続可能な医療保険制度を構築するために平成30

年に全国の国民健康保険制度が改正となりまして、それまでは市町村の運営だったのだけ

れども、都道府県も国民健康保険制度を一緒に担うというふうに制度改正になりまして、

そのときは北海道としても北海道国民健康保険市町村連合会議を設けて市町村と逐一連携

取りながらワーキンググループで協議を重ねた中で、当別町としても国保財政を安定した

運営を維持するために統一料金、統一保険料の水準に合わせることが町の国保財政を安定

することにつながると判断したのと、あと国民健康保険運営協議会に統一水準合わせるこ

とについて諮問した際に、全道179市町村料金統一水準に合わせて移行することでそうい

う答申をいただいている経過もありますことから、町としましてもこの統一水準に合わせ

て進めていくことで判断したという経過でございます。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

〇議長（髙谷 茂君） 芳形君。 

〇３番（芳形幸夫君） ありがとうございます。内容について、私どものほうに入ってい

る179市町村について、個々のという対応については十分な情報が入ってきていなかった

のかなと思います。その点はおわびします。失礼しました。 

 続いて、２点目について再質問させていただきます。３項目めの２点目なのですが、の

再質問です。保険料水準の統一をすることによって当別町にどのようなメリット、デメリ

ットが生じるかと伺いました。このことは国民健康保険税を納めている町民にもメリット、

デメリットが生じてくるのではないかと思います。また、被保険者の中にはもう既に保険

税の負担が重くのしかかっているということを聞いています。その中で、全国町村会、全

国知事会などが保険料負担の不公平を解消するための公的医療保険制度の一元化や受益と

負担の公平という観点から、負担を押しつけ合う保険料水準の統一ではなく、国保財政基

盤強化のための公費投入の確保を要望しています。全国知事会、全国町村会です。私たち

が思うに当別町もこれらの団体と連携して国保の財政上の構造的問題に対して政府のほう

に求めていただきたいという考えですが、いかがかお伺いしたいと思います。 
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〇議長（髙谷 茂君） 町長。 

〇町長（後藤正洋君） 芳形議員の再質問にお答えをしますけれども、先ほど部長から答

弁がありましたように、それぞれ道内の各市町村も含めて協議をしてまいりましたし、そ

れぞれの市町村においてもその中でそれぞれ協議をして今回の合意に至っているというふ

うに私は理解をしております。そういった中で、昨年の11月に開催されました国保制度改

善強化全国大会に私も出席をいたしまして、医療保険制度の一本化の早期実現ですとか、

あるいは国保財政基盤の強化のための公費投入の確保などについて直接要望させていただ

いております。今後もこの推移を見ながら機会を捉えて関係機関と連携した要望を行って

まいりたいというふうに考えておりますので、そのことを申し上げて答弁といたします。 

〇議長（髙谷 茂君） 芳形君。 

〇３番（芳形幸夫君） 町長より答弁いただきましてありがとうございます。やはり実情

というのは、皆さんもうご存じだと思いますけれども、当別町の納める一般納税者にとっ

ては国保税が上がるということは今の物価高の中においては深刻な問題だと思います。町

も今連携してという動きを強めているということなので、その辺を切に願いまして私の再

質問とさせていただきます。 

 以上で終わります。 

〇議長（髙谷 茂君） 以上で芳形君の質問を打ち切らせていただきます。 

 午後１時まで休憩とし、佐藤君の一般質問から始めます。 

 

          休憩 午後 零時０２分 

 

          再開 午後 １時００分 

 

〇議長（髙谷 茂君） 再開します。 

 次に、通告４番、佐藤君の質問であります。なお、佐藤君より質問に当たり資料を配付

したい旨議長に申出があり、これを許可いたしましたので、お手元にお配りをしておりま

す。 

 佐藤君。 

〇６番（佐藤 立君） それでは、議長の許可をいただきましたので、通告に従い一般質

問を始めます。 

 今日は、公共施設等総合管理計画について、学級編制における当別町独自基準について

の２点を質問いたします。お手元に資料を６点お配りをしております。該当箇所でご説明

をいたしますので、併せて御覧ください。 

 初めに、公共施設等総合管理計画について質問をいたします。当別町の公共施設等のこ

れまでの老朽化対策の成果や北海道医療大学の移転という社会情勢の変化を踏まえ、公共

施設等の現状及び将来の見通しの再検討を始める必要があるのではないかとの視点からお
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尋ねをするものです。まず、資料１の１を御覧ください。公共施設等総合管理計画は、当

別町の全ての公共施設等の状況を把握し、長期的な視点を持って更新、統廃合、長寿命化、

施設除却を計画的に行い、財政負担の軽減、平準化を図り、最適な配置を行うことを目的

としています。この検討イメージを示しているものが資料１の１です。現行の計画期間は

平成28年度から令和７年度までの10年間です。計画期間内であっても上位関連計画や社会

情勢の変化などの状況の変化に応じて適宜見直しを行っていくこととされています。 

 次に、資料１の２を御覧ください。これは、公共施設等総合管理計画に掲載されている

耐用年数表です。縦軸に施設名、横軸は2015年から2066年までの時間軸です。表で色がつ

いている部分が減価償却耐用年数を超え、条例上の耐用年数までの期間、つまり建て替え

や長寿命化などを実施する目安の期間です。また、大きな矢印がついておりますが、ここ

がちょうど2024年、今の時点を指しております。これらの施設のうち表の上のほうにあり

ます旧当別小学校、旧当別中学校やふとみ保育所、役場庁舎などは現在検討が具体的に進

んでいる、もしくは既に老朽化対策が完了をしているものとなります。直近で対策が必要

な施設については着実に対応してきている一方、耐用年数に近づきつつある施設もまだま

だ複数あります。また、長寿命化の対象とされている公営住宅については、北海道医療大

学の移転という社会情勢の大きな変化により改めて検討が必要だと考えられます。そこで、

１点お尋ねをいたします。公共施設等総合管理計画について、これまでの老朽化対策の成

果、各施設の経年劣化や北海道医療大学の移転などの社会情勢の変化を踏まえ、新たな計

画の策定に速やかに取り組む必要があるのではないでしょうか。 

 次に、学級編制における当別町独自基準について質問いたします。なお、質問通告で学

級編制のセイの字が誤っておりまして、正しくは制限の制という字になります。こちらは

おわびをして訂正をさせていただきます。 

 昨年度の西当別小学校１年、今年度の西当別小学校１年、２年で当別町一体型義務教育

学校基本構想に掲載されている学級編制における当別町独自基準による学級編制が行われ

ず、いずれも２クラスとなるべきところを１クラスで編制されていることを踏まえ、独自

基準による学級編制が行われなかった経緯を解明するとともに、遅くとも令和７年度から

は独自基準による学級編制を行うことを求めるものです。先月西当別小学校に在学中の児

童の保護者から、１年生は１クラス35人、教室が狭く、通路も通れないぐらい。クラスの

半分は荷物を隣の空き教室に置いている。あと１人いたら２クラスになれたのに残念だと

いうお話を伺いました。１、２年生は特別基準をつくったはずなのに少しおかしい話だな

と思い、どうして35人学級になっているのだろうか教育委員会に問合せをいたしましたが、

経緯や理由について納得できる説明を得られませんでした。 

 なお、質問に入る前に１点申し上げます。学校現場では、担任の先生を中心に教職員の

方々が子どもたちによりよい学びの環境を提供するために日々最大限の努力を積み重ねて

いらっしゃいます。今回言及する各学年についても、今の環境の中では最適な教育が行わ

れていると承知をしています。その点はお聞きの皆様も誤解のないようにお願いをいたし
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ます。 

 まず、資料２の１を御覧ください。これは、平成30年度、2018年度から今年度までの各

学校の学年ごとの児童生徒数、学級数などと当別町一体型義務教育学校基本構想に掲載さ

れている学級編制における当別町独自基準、文部科学省及び北海道の基準を示したもので

す。表の下段で白抜きとなっている西当別小学校、昨年度１年、今年度１、２年にご注目

ください。独自基準では１、２年生は１クラス29人までとされていますので、２クラスの

学級編制を行うべきところ、いずれも１クラスで編制されています。 

 次に、資料２の２を御覧ください。これは、当別町一体型義務教育学校基本構想に掲載

されている学級編制における当別町独自基準です。小学校１、２年生が29人と明記をされ

ています。独自基準については、議会でも委員会や一般質問で繰り返し取り上げられてき

ました。2018年６月定例会では、独自基準の前倒し実施を求める鈴木議員の一般質問に対

して教育長が、当別町独自基準につきましては、小中一貫教育の研究実践を始めた当初か

らの施策の柱の一つとして挙げておりました。特に小学校１年生の35人学級は指導上困難

性を感じることが多く、30人以下、できれば25人程度が適切ではないかと私は捉えており

ますと答弁されています。2019年３月定例会では、山﨑議員の一般質問に対して教育長は、

少人数による丁寧な指導をしていくということは、当別町の教育を進める上での根幹とな

るということだというふうに思っております。特に低学年は、社会性の基礎を養いつつ、

きめ細かく目の行き届く指導が欠かせません。そのため、１、２年生の学級が30人を上回

らないという独自基準を設定しているところですと答弁されています。さらに、令和３年

度、2021年度の教育行政執行方針、教育予算編成の概要でも独自の学級基準設定と言及さ

れています。なお、学級編制における当別町独自基準が掲載されている当別町一体型義務

教育学校基本構想は、2018年８月１日に開催された平成30年第９回当別町教育委員会臨時

会で議決をされているものです。 

 そこで、以下のとおり伺います。１、学級編制における当別町独自基準は存在するのか。 

 ２、学級編制における当別町独自基準は教育委員会で議決されたものであるのか。 

 ３、文部科学省及び北海道の基準を上回る町の独自基準で学級編制を行う場合、教育委

員会及び当別町が行う必要がある事務並びに文部科学省及び北海道との間で行う必要があ

る事務は何か。 

 ４、前項の各事務の実施状況を明らかにされたい。 

 ５、令和５年度の西当別小学校１年、令和６年度の同１、２年で独自基準による学級編

制が行われていないのはなぜか。 

 ６、学級編制における当別町独自基準を変更するとの決定は行われているのか。 

 ７、前項の決定が教育委員会で議決されているのであれば、その日時と議事の概要を明

らかにされたい。教育委員会で議決されていないのであれば、いつ、誰により決定された

のか及びその決定の法的根拠並びに教育委員会での議決を行わなかった根拠を明らかにさ

れたい。 
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 ８、来年度から独自基準による学級編制を実施する予定はあるのか。 

 以上です。 

〇議長（髙谷 茂君） ただいまの佐藤君の質問に対する町長、教育長の答弁を求めます。 

 町長。 

〇町長（後藤正洋君） 佐藤議員の一般質問にお答えをいたします。 

 まず最初にというか、私の質問に対してですけれども、当別町公共施設等総合管理計画

について新たな計画の策定に速やかに取り組む必要があるのではないかとのご質問であり

ますけれども、現行の公共施設等総合管理計画期間は議員ご発言のとおり令和７年度末ま

でとなっていることから、７年度中に本計画の改定作業を実施をいたします。 

 なお、改定内容の方向性といたしましては、社会情勢の変化に伴い、他の関連計画との

整合を図る必要性があることから、施設等の追加や削除を行うほか、これまでに実施した

長寿命化対策といった投資的経費を反映させ、今後の維持管理を前提とした費用の試算な

どの更新を予定しております。 

 以上、佐藤議員の一般質問に対する私からの答弁といたします。 

〇議長（髙谷 茂君） 教育長。 

〇教育長（三澤吏佐子） それでは、佐藤議員の一般質問にお答えをいたします。 

 学級編制における当別町独自基準についてのご質問ですが、初めに当別町一体型義務教

育学校基本構想にある独自基準について、この基本構想を教育委員会で決定した以降に各

種計画や規則等で独自基準として定めたことはありません。したがいまして、今の学級編

制は北海道の基準をもって行っております。 

 次に、北海道の基準を上回る基準を用いる場合の事務とその実施状況ということですが、

現在まで北海道の基準を用いた学級編制を行っているため、そのような事務を行っており

ませんが、北海道の基準以外を用いる場合には北海道との協議や町で規則を定めるなどの

業務が必要になることが想定されます。 

 また、西当別小学校の学級編制についても同様に北海道の基準による学級編制となって

います。 

 次に、独自基準の変更の決定とその決議についてですが、平成30年の当別町一体型義務

教育学校基本構想の中で少人数、習熟度別による丁寧な指導を充実させるために独自基準

を設定するとしています。この構想の後、令和２年第５回の教育委員会定例会で決定した

当別町教育基本計画では、目指す学校像として少人数、習熟度別によるきめ細やかな指導

を実践する学校とし、今後の取組を個に応じたきめ細やかな指導体制を確立するため町独

自の人的配置を積極的に進めますとしています。この計画に基づき、令和３年３月に決定

した令和３年度当別町教育推進計画では学びを支える人的支援として学力向上推進講師の

配置や特別支援教育支援員の配置を行うこととし、その人件費を令和３年度の予算に計上

しています。 

 このような経過から、基本構想にある少人数、習熟度別によるきめ細やかな指導の充実
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を実現させるための手法を独自基準の設定から学びを支える人的支援へシフトして、その

年の学校状況を学校長から聞き取り、必要に応じた人的配置をする今の体制になったと考

えておりました。しかしながら、佐藤議員のご指摘のとおり、令和３年度の教育行政執行

方針、教育予算の概要では独自基準の設定などの準備を進めているとの発言をしている一

方で、その発言に基づく予算措置や事務を進めていないことから、ご指摘を真摯に受け止

め、この独自基準の設定の可否については教育委員会として改めて方向性を示す必要があ

ると考えておりますので、委員会内での協議を進めてまいります。 

 なお、来年度から独自基準による学級編制を実施するかとのことについてですが、まず

はこの独自基準の可否について改めて教育委員会で協議した上で判断してまいります。 

 以上、佐藤議員の一般質問に対する答弁といたします。 

〇議長（髙谷 茂君） 佐藤君。 

〇６番（佐藤 立君） それでは、再質問をさせていただきます。 

 公共施設のほうにつきましては、来年度見直しに向けてということでしたので、町の状

況等を把握しながら今後の取組に期待をさせていただきます。 

 再質問につきましては、独自基準のほうにつきましてさせていただきます。項目を細か

く分けて出させていただいていますので、なるべく項目に沿った形で質問をさせていただ

きますが、まず大前提として今後改めて可否を検討してというご答弁がありましたので、

その部分については一応頭の中に入れた上でですけれども、幾つか確認も含めて質問をさ

せていただきたいと思います。 

 まず、学級編制における当別町独自基準が存在するのかというところに対して、その後

特に設定をされていないというご答弁がございました。極めて衝撃的なといいますか、当

時の議会にいらっしゃった方がここにもまだ多くいらっしゃると思いますし、町長も議長

として恐らく様々な会議にもご参加をされていた中でこのやり取りがあったかと思います。

総務の委員会ですとか、当時ありました公共施設在り方の特別委員会でも独自基準を設定

しというお話があり、さらに独自基準の根拠についての質疑に対して、先ほど私が冒頭で

申し上げましたけれども、教育長からも熱い思いのお話があり、さらにそれが西当別に適

用されるのかというところの議論もあり、当然それを受ければ独自基準は既に設定をされ

ていて、あとはとうべつ学園の開校、当時でいいますと平成34年です。それに合わせての

独自基準だが、さらに議論としてはその前倒しというほうに移っていたというふうに承知

を、私は少なくとも認識をしておりましたが、教育委員会としては全くそれを進めていら

っしゃらなかったと。確認なのですけれども、まず教育委員会の基本構想の議決ございま

すね。平成30年８月１日の基本構想の議決の中で独自基準が書き込まれたものが議決をさ

れていると思いますけれども、それであればまず１点目のところ、独自基準はあるのかと、

存在するのかというところの質問ですけれども、その議決に基づいて教育長並びに教育委

員会の事務局は事務をしなければいけないのではないでしょうか。それがなぜ行われてい

なかったのかというところがまず不思議でならないところでありますが、そこはいかがで
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しょうか。 

〇議長（髙谷 茂君） 暫時休憩します。 

 

          休憩 午後 １時１９分 

 

          再開 午後 １時３１分 

 

〇議長（髙谷 茂君） 再開します。 

 教育長。 

〇教育長（三澤吏佐子） お時間を頂戴して申し訳ございません。平成30年の基本構想の

後、令和２年第５回の教育委員会定例会で決定した基本計画では独自基準の設定から個々

に応じたきめ細やかな指導体制を確立するため町独自の人的配置を積極的に進めますとし

ており、この時点で独自基準の設定を行う必要がなくなったものと解釈をして事務手続が

行われなかったものと思われます。 

〇議長（髙谷 茂君） 佐藤君。 

〇６番（佐藤 立君） 今教育長ご指摘のあった教育委員会の議事録は私も拝見をいたし

ました。その議事録を見る限りでは独自基準を設定しない、もしくは独自基準を撤回する

というような議事上の記録はございません。基本計画には確かに独自基準についての記載

はありませんが、学級編制については地方分権の一括の改革の中で各市町村が都道府県の

標準を基に学級編制を行うといういわゆる自治事務になっているものでありますから、道

の基準が当然に適用されるものではなくて、あくまでも町として実態を見て編制をすると

いうところであると考えております。そうしますと、基本構想の議論のときには独自基準

についての説明もあり、質疑もあり、独自基準というのが念頭に置いた中で議決がされて

いるのに今お話のあった教育基本計画の中では独自基準に関しての言及が一切ない状態で、

計画の中にその文言がないから撤回をしたと推定するというのはちょっと私はどうにも理

解がし難いところであります。仮にその教育委員会の議決の中で独自基準を撤回したとい

うのであれば、それが確認できる具体的、公的な記録は存在をするのか、また独自基準の

撤回が決まったその経緯と撤回すると決断した理由、それを具体的な根拠をもって明らか

にしてください。 

〇議長（髙谷 茂君） 暫時休憩します。 

 

          休憩 午後 １時３４分 

 

          再開 午後 １時３９分 

 

〇議長（髙谷 茂君） 再開します。 
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 教育長。 

〇教育長（三澤吏佐子） お時間を頂戴いたしましてありがとうございます。撤回した、

または変更した公的な記録はありませんが、先ほど申し上げました基本計画及び推進計画

の内容から変更があったものと推測されるものでございます。 

〇議長（髙谷 茂君） 佐藤君。 

〇６番（佐藤 立君） では、確認で、１問目のところのこれ最後の質問になりますので、

今記録はないということでしたので、もしかしたら当時、今はもうないというふうに聞い

ていますけれども、当時行われていた教育委員会の勉強会なる活動の中で何らかの議論が

行われていたのかもなというふうには思いますが、これは教育長も十分ご存じのことだと

思いますけれども、教育委員会の公開の部分については平成13年に義務づけが行われまし

て、その後議事録の公開についても努力義務とされていますけれども、住民に対して開か

れた教育行政を推進する観点から会議の透明化を図るということが文科省からの通知が出

ているのは十分ご承知のことと思います。現時点での体制のことではない話ではあります

けれども、これほど重要な件が公的な記録もなく、今教育長からも恐らくぎりぎりのご答

弁だと思いますけれども、推察されるということで、このような変更が行われているとい

うことは私が当別町議会に入らせていただいてから初めての経験であります。正直信じ難

いところがございます。 

 その上でですけれども、１点確認ですが、このような記録の残らない会議で何らかの意

思決定が行われるということは現在の教育委員会ではない、そして今後においても一切な

いということは間違いないのかというのを最後にここの点での確認をさせていただきたい

のと、もう一点、冒頭にも申し上げましたが、この点議会でも様々な議論があったところ

であります。しかし、今教育長がおっしゃった教育基本計画、これについても議会報告が

定例会の中で行われています。その定例会での報告についても独自基準の撤回もしくはな

くなるに関して全く触れずにその他の部分についての説明をされています。これは、もは

や意図的に説明をしなかったとしか私は理解ができないのですけれども、なぜ重要な決定

について教育委員会の外部、例えば議会をはじめとした教育委員会の外部に一切のご報告

等がなかったのでしょうか、それも併せてご説明お願いします。 

〇議長（髙谷 茂君） 暫時休憩します。 

 

          休憩 午後 １時４３分 

 

          再開 午後 １時４９分 

 

〇議長（髙谷 茂君） 再開します。 

 教育長。 

〇教育長（三澤吏佐子） お時間をいただきましてありがとうございます。 
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 それでは、質問にお答えさせていただきます。議会等への説明について、都度十分に行

われていなかったことにつきましては深く受け止めまして反省をいたします。教育委員会

として今現在、また今後とも記録に残らないような意思決定を行うことはありません。 

〇議長（髙谷 茂君） 佐藤君。 

〇６番（佐藤 立君） 今の点については４点目ですので、次の質問にさせていただきま

すけれども、最後にお話のあった今後に向けてのお話のところは私も重く受け止めさせて

いただきます。４回目になってしまったのであれですけれども、報告は十分にではなく、

十分にというのはある程度の報告はしていたけれども、足りていなかったということだと

思いますけれども、これは十分にではないです。全くです。全くしていなかったというこ

となので、そこに十分にという修飾語を付け加えられるのは非常に残念でありますが、ち

ょっと質問項目がいろいろあるのと時間の関係もありますので、先に進ませていただきま

す。 

 この先の項目ですけれども、実施に向けての事務に関するところに関しては行っていな

かったということなので、質問のしようもないかと思いますので、ここは飛ばさせていた

だきます。 

 また、基準にのっとった学級編制が行われていない理由についても、その基準がなかっ

たという認識で動かれていたということなので、理由はそれに尽きるのであろうと思いま

す。 

 その次ですけれども、学級編制における独自基準を変更する決定云々、ここの部分につ

いての再質問ですけれども、一応この部分でシフトをしていったと、2020年３月の教育基

本計画等を見つつ、シフトをしていったという認識であったけれども、改めてその可否に

ついて今後検討をしていくということなので、非常にこれもまたぎりぎりのご答弁をされ

ているのではあろうかと思いますが、先ほど申し上げた議会への報告ですとか、例えば

2020年の３月25日の基本方針を設定したその後で令和３年度の教育行政執行方針があり、

もちろんそれも教育委員会の中で協議案として一切の質問、この件についての質疑がなく

同意がされている。さらに、教育基本計画の説明の際にも特段基準についてのお話がされ

ていない。これらのことから考えると、むしろ当時の認識としては基準はそのまま残って

いるというふうに考えたほうが私はその一連の動きは自然なのではないのかなというふう

に今回も調べていて思っていました。ただ、教育委員会としてはそこは緩やかにシフトを

していったということなのですけれども、質問としては、改めて方向性を検討ということ

ですけれども、これは独自基準については既に一回なくなっているが、改めて１、２年生

の29人の編制について新しい案といいますか、ということとして議論をするということな

のか、緩やかにシフトをしていったという解釈自体が非常に綱渡りな解釈であるので、立

ち止まってもう一度基本構想に書いてある独自基準というのがある前提でそれをどう実施

していくのかというところの方向性を協議をしていくのか、現状としてはどこの立ち位置

に立たれているのかというところを教えてください。 
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〇議長（髙谷 茂君） 暫時休憩します。 

 

          休憩 午後 １時５４分 

 

          再開 午後 １時５６分 

 

〇議長（髙谷 茂君） 再開します。 

 教育長。 

〇教育長（三澤吏佐子） お答えをさせていただきます。 

 基本構想に立ち返り、改めて独自基準の可否につきまして協議をしてまいります。 

〇議長（髙谷 茂君） 佐藤君。 

〇６番（佐藤 立君） 一応これ学級編制における当別町独自基準を変更するとの決定は

行われているのかというところから独自基準に関して３つの小問があるかと思いますけれ

ども、基準変更についての。そこのところのまとめての質問というふうに見ていただいて

大丈夫ですので、２回目の再々質問ですけれども、今基本構想に立ち返って可否をという

ことでありました。そうしますと、基本構想についてはまず設定するという書き方がされ

ていますし、この基本構想をつくるに当たって当時の教育長、教育委員会が特に１、２年

生の少人数のところについては非常に大きな意義を置いて、その必要性を強く力説をしな

がらこの基本構想の説明をされていました。今後可否をということですけれども、そこの

検討を基本構想に立ち返ってということであれば今基本構想に書いてあることがまず大前

提になるということ、さらにそこを、もちろん教育の方法に入っていきますと様々な方法

論があるということは私も承知をしております。決して少人数のクラスというのは目的で

はなくて手段であるということも十分承知をしておりますけれども、少なくともこの基本

構想はそこに非常に大きな意義を置いてつくられたものですので、仮にそれを違う方向に

するということであれば相当程度説得的な説明が必要でありますし、恐らく教育委員会の

中でもそれについての様々なご議論が公開の場であった上で、記録が残る場であった上で

しっかりとした方向性を出していただくということになるのだというふうに思っておりま

すけれども、基本構想に立ち返るというのはそういうふうに今基本構想に書いてあるとこ

ろがまずベースになるというふうに理解をして間違いがないのかもう一度確認させてくだ

さい。 

〇議長（髙谷 茂君） 教育長。 

〇教育長（三澤吏佐子） それで結構です。 

〇議長（髙谷 茂君） 佐藤君。 

〇６番（佐藤 立君） ありがとうございました。これは私の理解違いでなければありが

たいのですが、大変前向きなご答弁をいただいたというふうに思っております。基本構想

の中では学級編制における当別町独自基準として特に１、２年生29人というところも明記
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しながら書かれておりますので、当時の必要性の議論等もしっかり踏まえた上で当別町教

育委員会としても立ち位置を改めて明確にしていただきたいと思います。 

 そして、今後についての質問になります。まずはここに立ち返っての方向性の議論とい

うところからというお話がございました。とはいえ、学校の現場は日々動いておりまして、

子どもたちも毎日学校に通っている状態であります。冒頭にも申し上げたとおり、今本当

に先生方のご努力によってしっかりとした教育がされているというのは大前提でございま

すけれども、結果としてとうべつ学園と比べて狭い西当別小学校の教室で１クラス当たり

の人数は西当別小学校のほうが多いというのが現時点での状況であります。加配等によっ

て習熟度別、少人数の教育等かなり柔軟に対応はされているというふうには伺っています

けれども、教室の環境には課題があることは、これは事実であるというふうに思っており

ます。まず、教育長としてこの教室の環境の部分、この部分を課題として正面から認識を

されているのかというところ、また今後まずは今年度の中でも取り得るような対応策とい

うのはないのか、例えばこれもやられているかもしれないですけれども、科目等、授業の

状況、またお子さんの進度によって空き教室を利用してグループに分けての授業を行うで

すとか、現時点ではぎりぎりの教室であるけれども、その中でよりよい学びの環境をつく

るために最大限特別な配慮というのをされていることがあればご報告いただきたいですし、

今後どういうふうにされていくのかというところもお知らせをいただきたいと思います。 

 それから、検討の部分、可否を検討という部分ですけれども、教育基本計画には確かに

記載されておりませんで、この計画は令和６年度までの計画なので、仮に次期計画に向け

ての検討というようなことになってしまうと、これは時間がまたかかってしまう話になる

かと思います。この検討はなるべく速やかに始めて結論を得る必要があるかと思っていま

すけれども、すぐに可否の検討といいますか、基本構想に立ち返っての検討というのをす

ぐに始めるのか、それとも基本計画の改定に合わせてというようなスケジュール感をお持

ちなのか、そのスケジュール感についても併せて教えてください。 

〇議長（髙谷 茂君） ５分間休憩いたします。 

 

          休憩 午後 ２時０２分 

 

          再開 午後 ２時０６分 

 

〇議長（髙谷 茂君） 再開します。 

 教育長。 

〇教育長（三澤吏佐子） お時間いただきありがとうございます。教室の狭さについての

件でございますけれども、取り出し授業でしたり、それから少人数指導、そういうような

ことにつきましては状況に応じて行っております。 

 また、独自基準の可否につきましては、次期の基本計画に合わせることなく進めてまい
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りたいと考えます。 

〇議長（髙谷 茂君） 佐藤君。 

〇６番（佐藤 立君） 分かりました。まず、現場の子どもたちの環境と学びの環境とい

うのをよりよいものにしていくために、そこは教育委員会としてもしっかりと引き続きサ

ポートをしていただきたいと思います。 

 また、検討については次期計画を待つことなくということでありました。立ち戻りと言

いつつ、可否というような表現をされているので、どういう方向でこれからご議論をされ

ていくのかというのは、これは教育の中にも関わることですので、何かこちらから申し上

げるような話ではないとは思っておりますけれども、当時の議会議論、また当時の教育委

員会からの発信、この辺りのところは相当重いものでありますので、そこについて何か方

向性を変えるということであればそれを上回る当別町の教育の魅力であったり、本当に実

際今35人で２クラスに分ければ17人、18人かもしれないところが35人で学んでいるわけで

ありますので、その場にいる一人一人のお子さんにとってどれだけ具体的にプラスがある

のか、いい教育ができるのかというところを相当強くご議論をいただいた上で納得ができ

る形でしっかりと議論を進めていただきたいと思います。結論についてはこちらからどう

こう申し上げるところではないかと思いますけれども、その上で方針が決まったときには

また改めて議論はさせていただきたいと思います。 

 過去の経緯とかも含めて様々なことはあるかとは思いますが、本当に衝撃を受けている

ことが多々ありますが、今回の議論がまた当別町の子どもたちの学びの環境をつくるのに

一歩でもいい方向につながっていただければいいかと思っております。最後もし教育長の

ほうから何か意気込みといいますか、お気持ちがありましたら、最後お答えいただいて終

わりにしたいと思います。 

〇議長（髙谷 茂君） 教育長。 

〇教育長（三澤吏佐子） それでは、お答えをさせていただきます。 

 私ごとになりますが、私が以前在住をしておりましたまちでございますけれども、今か

ら20年余り前、当時構造改革特区の認定を得まして小学校低学年における20人程度の少人

数学級の編制を導入した北海道において少人数学級の先進地というふうに言われまして、

非常にたくさんの視察等も受け入れたまちでございます。そういう中で、私は教育委員、

教育委員長、また教育長としてこの歩みとともに経過を見てきたところでございます。少

人数学級のメリット、デメリットにつきましても一定の知見があるというふうに思ってお

ります。そういう中で、現在今あるべき当別町の子どもたちの教育の環境にとって最も適

したものを教育委員の皆さんとしっかり議論をして、そしてまたその議論の結果を行政に

しっかり反映をしながら、またこの一般質問におきましてご指摘いただきましたように説

明の不足につきましても、説明のなかったことにつきましても細かく適時に議会への説明

もさせていただきながら進めてまいりたいというふうに思います。ご理解をいただきます

ようよろしくお願い申し上げます。 



 - 49 - 

〇議長（髙谷 茂君） 以上で佐藤君の質問を打ち切らせていただきます。 

 

                    ◇                   

 

          ◎散会の宣告 

〇議長（髙谷 茂君） 以上で本日の日程は全部終了いたしました。 

 本日はこれにて散会をいたします。 

 明日は午前10時から会議を開き、引き続き一般質問を行います。 

 本日はご苦労さまでした。 

（午後 ２時１１分） 
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          ◎開議の宣告              （午前１０時００分） 

〇議長（髙谷 茂君） おはようございます。ただいまの出席議員15名、定足数に達して

おりますので、本日の会議を開きます。 

 

                    ◇                   

 

          ◎議事日程の報告 

〇議長（髙谷 茂君） 次に、議事日程ですが、さきにお配りをしております日程表によ

り議事に入ります。 

 

                    ◇                   

 

          ◎会議録署名議員の指名 

〇議長（髙谷 茂君） 日程第１、会議録署名議員の指名ですが、会議規則第125条の規

定により、 

    ３番 芳 形 幸 夫 君 

   １０番 秋 場 信 一 君 

を指名いたします。 

 

                    ◇                   

 

          ◎一般質問 

〇議長（髙谷 茂君） 日程第２、一般質問を行います。 

 質問順序は、お手元に配付しております一般質問通告一覧により順次行います。 

 最初に、通告５番、櫻井君の質問であります。なお、櫻井君より質問するに当たり資料

を配付をしたい旨議長に申出がありましたので、これを許可しましたので、お手元にお配

りしております。 

 櫻井君。 

〇４番（櫻井紀栄君） おはようございます。議長の許可をいただきましたので、通告書

に従い一般質問を始めます。 

 今回は、デジタル推進の強化で実感できる便利な暮らしをテーマに２項目、子育て世帯

のデジタルツールの整備についてと暮らしの情報専用サイト構築と魅力発信の強化につい

てお伺いいたします。 

 まず初めに、子育て世帯のデジタルツールの整備についてお伺いいたします。デジタル

媒体での情報発信についてですが、今とうべつ学園では利用料のかからないあんしんメー

ルというフリーソフトのサービスを用いて休校の情報や学校、学級閉鎖、ＰＴＡの連絡、
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行事や欠席の連絡などを行っています。また、週の終わりに次の週の時間割である学年だ

よりがプリントにて配付され、併せてとうべつ学園のホームページではＰＤＦでウェブ掲

載もされております。月末には学校だより、献立表もプリントで配付され、学校だよりも

ウェブ掲載がされています。おたよりのウェブ掲載は、プリントが手元にない状況、出先

や子どもが学校に持っていってしまっていてもどこからでも確認ができ、大変便利です。

私も外出した際にどんな持ち物が必要で何を用意して買わないといけないのかが分かるの

で、よく見させていただいています。また、プリントでは見にくい写真もウェブでは繊細

に、そして拡大表示もできるので、大変見やすいという声を耳にします。しかしながら、

写真を掲載するにも顔がはっきりと映ってしまうと個人が特定されてしまうおそれもある

ため、雰囲気だけが分かるものや後ろ姿であったり、写真の許可をいただいたお子さんの

写真を載せる等、写真の選定には配慮が必要なものです。それでも、子どもが学校でどん

なことをしているのかが分かる写真は保護者も楽しみであり、学校側もその気持ちを酌み

取っていただき、今のやり方をなされていると思います。今ある仕組みを便利に、安全な

情報発信をするためにも、とうべつ学園のホームページで掲載や更新をしている情報をデ

ジタル媒体、あんしんメールを用いたプッシュ型の方法で発信ができる方法に活用してい

ってはどうか、お伺いいたします。 

 次に、共通した情報発信ツールの導入についてお伺いいたします。先ほどの項目でもお

話ししましたが、とうべつ学園では利用料のかからないフリーソフトのサービスであるあ

んしんメールを使っています。経費を抑え、最低限の機能があることから導入されており

ますが、プッシュ通知が来ない、緊急のお知らせ連絡なのにメッセージやアプリが開けな

いといった保護者の相談もありました。また、アプリのレビュー自体も迷惑メールが増え

てしまったなど最低評価が圧倒的に高く、改善依頼のレビューが多いにもかかわらず、フ

リーソフトゆえですが、サポートセンターからの改善メッセージもない状況です。最低限

の機能を有しており、導入しておられることも理解しますが、メール配信では届いている

ようですが、緊急時に利用できないリスクの高いツールを使うよりも、経費はかかってし

まっていても情報漏えいのリスクが少なく、アプリの改善を図ることができる有料の別の

ツールの検討が必要です。 

 添付資料１を御覧ください。こちらは、認定こども園夢の国、おとぎのくに両園で使っ

ている連絡アプリの画面になります。欠席や遅刻の連絡をはじめとして、献立表やクラス

だよりといったものの情報発信を行っております。有料のツールを導入し、アプリの使い

にくいところがあればその都度アプリ開発者に改善の相談を行っているそうです。とうべ

つ学園で使用しているあんしんメールと連絡アプリの機能の違いとしては、トップページ

に今日の行事が表示されること、月間スケジュール、アンケートの機能があること、そし

て言語を選択できることが挙げられます。現在こども園で使われている連絡アプリに移行

することができれば就学前から使い慣れているアプリを使い続けられますし、保護者にと

っても安心感があります。兄弟がいる家庭にとっても１つのアプリで済むので、都合がい
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いものです。こういった日常のツールからでも幼保小中の継続、連携を図っていくと、町

の教育としての連携の在り方といった姿勢も身近に感じることもできます。共通した情報

発信ツールの導入についてお考えをお伺いいたします。 

 大項目２番、暮らしの情報専用サイト構築と魅力発信の強化についてお伺いいたします。

専用サイトの構築について、私が議員になって２年目に念願のホームページのリニューア

ルが図られました。それから４年が経過いたしましたが、当初のホームページに比べると、

それは大変見やすく、言語変換や視認性の配慮もされ、デザイン上は見やすくなったもの

と感じております。しかし、残念なことに情報の探しにくさはいまだ残っており、欲しい

情報を調べようとすると深い階層まで掘らないと出てこなかったり、知りたい情報がほか

の部署にまたがっており、知識がないとたどり着けなかったりしています。 

 資料２を御覧ください。例えば子育て支援センターのあそびのひろばが今日やっている

かを調べようとすると、トップページ、メニュー、子育て・教育、子育て・幼児教育、子

育て支援、関連情報、当別町子育て支援センター、あそびのひろばの予定表のＰＤＦを開

くとやっとたどり着けます。驚くことに８階層下まで掘り下げなければ出てきません。ま

た、町のホームページは営利性のあるものは基本記載ができないため、町の事業に深く関

係していても民間事業者の行っているサービスについては掲載ができないといった課題も

あります。同じく資料２に載せておりますが、専用サイトを用意している観光協会やふる

さと納税の特設サイトのように専用サイト、専用ページを設ければ、町事業と民間他団体

との線引きがなく、外部リンクの掲載ができます。また、簡潔に情報が統括していること

で情報収集のハードルを下げることもできます。暮らしや子育てに関わる情報が一元化し

た専用サイトが必要だと考えますが、お考えをお伺いいたします。 

 次に、オンライン申込みについてお伺いいたします。令和５年の３月定例会の一般質問

で公共施設の子どもの利用について質問させていただきました。子どもたちの活動場所づ

くりとして施設の利用ルールを整備すべきではという質問で子どもが分かりやすい掲示に

努めていくというご答弁をいただき、実際にルビを振った掲示がされました。ふれスポが

管理しています総合体育館や白樺コミュニティーセンターでは月初のタイミングで月間カ

レンダーが作成、ホームページにて公開されており、いつ、どのスペースが空いているの

かが確認できます。しかし、随時更新ではないため、空いている日だったとしても電話で

確認する必要があります。公共施設の利用申込みをはじめ健康診断、産後ケアの利用申込

みなど町で行っている予約や申込みを伴う様々な事業がありますが、オンラインで手続が

行える仕組みづくりについてお考えと今後の見通しについてお伺いいたします。 

 最後に、魅力発信の強化についてお伺いいたします。前回の３月定例会の時期にちょう

ど当別町の魅力発信業務のプロポーザルが行われ、もう早くも先日の土曜日にテレビ番組

にて放映されました。たくさんの視聴者の方々に見ていただき、当別町に興味を持ってい

ただけたかなと期待したいところです。そんな方々が気になって調べていただけたとすれ

ば、やはり町のホームページが検索のトップにもなりますので、目にするものかと思いま
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す。しかし、当別町がどんな町で、どんな施策や事業に力を入れてアピールしたいのかが

ほかの市町村と比べても感じにくさがあります。町に直接来ることができなくても魅力を

伝えることのできるホームページは大変重要なツールであります。こだわりの詰まった間

取りや内装の道の駅やとうべつ学園をはじめ、できたばかりのこども園の新園舎、ライラ

ック公園、新しくリニューアル予定の阿蘇公園の遊水地、また移住促進支援金や高校生の

通学費助成、妊産婦の歯科健診事業、豪雪を逆手に取った行き届いたきれいな道路の除雪

など、魅力はまだまだたくさんあります。町内外に向けて一目で見て引かれるようなトッ

プページにすることで当別町の魅力を強く発信してはどうか、お伺いいたします。 

 以上、１回目の質問になります。よろしくお願いいたします。 

〇議長（髙谷 茂君） ただいまの櫻井君の質問に対する町長、教育長の答弁を求めます。 

 町長。 

〇町長（後藤正洋君） 櫻井議員の一般質問にお答えをいたします。 

 質問順序としましては２番目からというふうになりますけれども、初めに（２）の１と

なりますが、暮らしの情報専用サイト構築についてのご質問でありますけれども、町のホ

ームページは多岐にわたる情報が集約されているため、どうしても欲しい情報を探し出す

のに時間がかかってしまうということもあると思いますが、一方で移住情報ですとかふる

さと納税など特定の事業においてはそれぞれをＰＲするための特設ページを設けるなどし

て情報を見やすく発信するよう努力しているところであります。今後も見やすいホームペ

ージとなるよう研究を深めてまいりたいと考えております。 

 次に、公共施設の利用など各種申込みをオンラインで行う仕組みづくりについてのご質

問でありますけれども、令和６年度一般会計予算において国のデジタル田園都市国家構想

交付金を活用した電子申請導入事業委託費を計上しておりまして、現在電子申請システム

ですとか施設予約システムの導入に向け事務を進めております。 

 次に、町ホームページのトップページのアピールについてのご質問でありますけれども、

町のホームページは前回のリニューアルの際にＰＲした内容を厳選したフロントページを

設けており、現在はフロントページから直接ふるさと納税と観光の特設ページに移動する

ことができます。町といたしましても魅力発信に力を入れているところであり、移住定住

対策として展開する様々な施策についてフロントページから直接閲覧できるような工夫が

必要であると考えております。魅力発信のページ作成につきましても、先ほどの暮らしや

子育て情報のページと同様に新たなページを作成するために必要な事項を整理し、掲載内

容の充実を図ることや見せ方の工夫など、今後さらに研究を深めてまいりたいと思ってお

ります。 

 以上、櫻井議員の一般質問に対する私からの答弁といたします。 

〇議長（髙谷 茂君） 教育長。 

〇教育長（三澤吏佐子） それでは、櫻井議員の一般質問にお答えをいたします。 

 とうべつ学園の情報発信についてのご質問ですが、西当別地区も含めた学校全体として
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答弁をさせていただきます。学校からの情報発信の方法等は学校の権限となりますが、現

在各学校とも議員がおっしゃる無料で使える緊急支援システムを活用し、プッシュ型の方

法で情報発信を行っております。このことに関して各学校にはＰＴＡをはじめとした保護

者から改善等の要望は特段ないようでしたが、櫻井議員から提案があった旨を学校にお伝

えいたします。 

 また、認定こども園の連絡アプリに移行してはどうかとのことですが、様々ある情報発

信ツールの中から議員が提案する特定事業者のツールを導入する可否については私からの

答弁を控えさせていただきます。 

 以上、櫻井議員の一般質問に対する答弁といたします。 

〇議長（髙谷 茂君） 櫻井君。 

〇４番（櫻井紀栄君） それでは、再質問に移らせていただきたいなと思います。 

 最初に、大項目１番のところです。（１）の①についてなのですけれども、学校側にＰ

ＴＡからそういった声はないということで、以前からもお話ししているのですけれども、

どうも保護者の声がＰＴＡなり学校なりに届きにくいという姿勢はあるかと思うのですけ

れども、それは議員の立場として声を拾って今こうやって声をお届けしているので、今後

も学校のほうに今議論している声を届けていただけるということで納得しました。ありが

とうございます。 

 ２番についてなのですけれども、特に言語選択をできるというのは、今そこの資料のほ

うにおつけしたのですけれども、今当別でとても外国の居住者の方が住まわれているとい

うところです。現在の状況を鑑みると、とてもニーズに合った便利な機能だと感じていま

す。現場レベルでの対応の負担減も図られると思いますが、改めてお考えをお伺いいたし

ます。 

〇議長（髙谷 茂君） 教育長。 

〇教育長（三澤吏佐子） 議員がおっしゃるように、外国の方増えておりますので、その

ようなツールがあると非常に便利だというふうには認識をします。ただし、先ほども申し

上げましたように私のほうから限定した会社のツールを使う使わないのことにつきまして

お話しすることは避けさせていただきたいというふうに思います。 

〇議長（髙谷 茂君） 櫻井君。 

〇４番（櫻井紀栄君） ありがとうございます。 

 次の質問のほうに移らせていただきます。大項目２番の暮らしの情報専用サイトのお話

なのですけれども、各種の申込みをオンラインでできるようにというところです。２番に

なります。今デジ田を使ってそういったところのお話を進めて今後研究されていくかと思

うのですけれども、パソコンの操作よりも今後スマホの操作が主流になってきますので、

スマホでしやすいようなシステムになるように期待しておりますが、そういったところの

お話も今後されていかれるのでしょうか、お伺いいたします。 

〇議長（髙谷 茂君） 町長。 
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〇町長（後藤正洋君） 再質問にお答えしますけれども、今議員ご指摘のように、先ほど

も質問の中にありましたけれども、買物に行かれてスマホに来ている情報を見られていろ

いろと必要なものをお買いになるというような利用の仕方もスマートフォンでされていま

すので、また今自宅にパソコンを持っているよりはスマートフォンを利用している人のほ

うが多いと思いますので、町のホームページにつきましても普通のホームページとスマホ

専用のホームページと作っておりますので、そういった点ではスマートフォンからも、い

わゆるいつでもどこでもどこからでも手続ができるということは目指したいというふうに

思っております。 

〇議長（髙谷 茂君） 櫻井君。 

〇４番（櫻井紀栄君） 私もそのように、わざわざ家のパソコンを開いて操作するという

よりかは小型端末、スマートフォンを用いた手続がほとんどかなと思いますので、今後の

システムが新しく入ってくることに期待しております。 

 最後の３番のところに移らせていただきます。今町で行っている施策の一つの新築購入

支援金の対象者の多くはローンを組んで家を買う小さなお子さんのいる世帯の方々です。

一定の収入がある優良納税者とも言えます。そういった方々が入ってくると、町の人気が

高まると地価もどんどん上がり、固定資産税や都市計画税の収入ももちろん上がりますの

で、初期投資という上でも少しでも早くホームページのリニューアルをすべきかなと考え

ておりますが、やはりホームページを作るにしてもお金がかかってきてしまうものかなと

感じております。当別町と子育てと携帯で調べたときに、子育ての町としてちょっと力を

入れております安平町で同じように画面を見比べたときに、バナー１枚差し込むだけでも

圧倒的にイメージが変わります。お金をかけずに魅力を発信していくということについて、

町のふるさと納税の写真もきれいなものに差し替えただけで売上げが変わりましたので、

そういった小さなアピールからも変えていってはどうかと思いますが、お考えをお伺いい

たします。 

〇議長（髙谷 茂君） 町長。 

〇町長（後藤正洋君） ただいまの櫻井議員の２項目めの③の再質問にお答えをしますけ

れども、先ほど答弁させていただきましたように魅力あるページ作成ということに心がけ

て行っていきますけれども、今後いわゆる探したいコンテンツがよりスピーディーに探せ

るという使いやすさと、それから必要な情報をしっかりとそのページで受け取れるような

ページ構成ですとか、そういったことについては、それぞれ多様ではありますけれども、

各課でホームページ内に載せている情報について今後さらに精査をしてより見やすくする

ということは、担当する課も含めてそれぞれが、情報を掲載している課がいかに自分たち

が行っている業務をより分かりやすく伝達ができるかというホームページづくりに今後も

努力したいというふうに思っていますし、その指示を出しているところでもございますの

で、期待をしていただければというふうに思っております。 

 以上です。 
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〇議長（髙谷 茂君） 櫻井君。 

〇４番（櫻井紀栄君） ありがとうございます。デザインのリニューアルは前回行ったと

いうふうにお伺いしておりますが、機能のリニューアルについては特段行われていないと

いうことで、ホームページの見直しというのは大体５年スパンが目安となってきますので、

今後お金の予算のつけ方も含めて、ぜひお金をつけて改善していっていただけたらなとい

うふうに期待しております。 

 私の質問は以上になります。ありがとうございました。 

〇議長（髙谷 茂君） 町長。 

〇町長（後藤正洋君） 今櫻井議員の再々質問であり、質問の中身はなかったかなとは思

いますけれども、ただ町として行っていくということを理解していただきたいと思います

のは、理想的なホームページの在り方というのは一定程度担当部局も探求をしてこうした

いという部分はあるのですけれども、なかなかそれが組織全体が大きかったりですとか、

予算がなかったりですとか、そういったことでできないということはあります。先ほどの

教育委員会のアプリも幼稚園で使っているもの、そしてまた小学校、中学校で使えるもの

という部分になりますと、なかなかいろんな制約がありまして、すぐそこに移行ができる

ということにはならない場合もあります。でも、そういったことも含めてやはり若い世代

が町に関心を持っていただく一番の取っかかりというのはホームページであるというふう

にも思っておりますので、そこは予算の問題ですとかいろんな問題がありますが、可能な

限り優先度を上げるような努力をしながら取り組んでいきたいと。そのことが町を理解し

ていただくということにもつながっていくと思いますので、そういった努力は担当部署も

含めて今後とも重ねてやっていきたいと思っていますので、よろしくお願いいたします。 

〇議長（髙谷 茂君） 以上で櫻井君の質問を打ち切らせていただきます。 

 次に、通告６番、山﨑君の質問であります。 

 山﨑君。 

〇９番（山﨑公司君） 議長の許可をいただきまして、通告書に基づき、本日は町内の外

国人の状況と関連施策について、それとロイズタウン駅周辺の今後の開発について、２項

目について質問させていただきます。 

 まず、１項目め、町内の外国人の状況と関連施策についてです。町内で暮らす外国人住

民を取り巻く環境がどのようになっているのか。多文化共生のこれからをどう描いている

のか。外国人との共生社会を導くために、まず外国人住民との関係を構築し、相互理解を

深めることが求められます。さらに、外国人住民の増加に正面から向き合い、町の政策体

系の中に外国人関連施策を位置づけ、共生のための環境づくりを体系的、計画的に進めて

いく必要があると私は思います。 

 ７点質問いたします。１点目、昨年10月１日、町内の外国人登録は、これは私のほうか

ら住民課のほうに最新のを調べてほしいという依頼をいたしました結果ですが、昨年10月

１日現在、外国人登録は23か国、191人、人口１万5,342人の1.24％でした。そのうち北海
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道医療大学関連は学生、教職員を含め７か国、55名でありました。今年この最新の５月１

日現在の町内の外国人登録の状況は何か国で、男女別、年齢構成、健康保険加入状況、さ

らに参考までに10年前の登録数についても同様に伺います。 

 ２点目、転入手続等窓口業務を含め医療、福祉等についてどのように対応されているの

か。 

 ３点目、町内会における住民との交流等、特にごみ回収や排雪等には問題がないのか。 

 ４点目、防災、自然災害の避難伝達は日頃どのように実施しているのか。また、保存食、

アレルギーの関連にしている保存食の準備は十分なのか。 

 ５点目、文化交流について、図書館や公共施設の活用の対応について伺います。 

 ６点目、現学校、一貫校及び太美地区の２校について、外国籍の児童生徒数がどの程度

いらっしゃるのか。家庭教育に関わる支援と課題をどのように日頃対応しているのか伺い

ます。 

 ７点目、非常においしいと好評の給食についての対応はいかになさっているのかを伺い

ます。 

 次、２項目めの質問です。ロイズタウン駅周辺の今後の開発について伺います。請願駅

としてロイズタウン駅は開設し、２年経過いたしました。通勤、観光客と予想以上に利用

されております。また、応募による道路の愛称名、チョコレートストリート、カカオアベ

ニュー、北欧の風通りの看板も設置されております。 

 ５点質問いたします。１点目、自動運転バス実施実験運行は、にぎわい創出としてどの

ように貢献しているのか。また、実際に自動運転バスの導入を今後どのように計画してい

るのか。 

 ２点目、北海道医療大学の移転による、約1,000名近い人数だというふうにも言われて

おりますが、このような人口減少の影響をカバーするためにもロイズタウン駅周辺の開発

による定住人口増を目指すことが最重要と私は思っております。町の活性化を期待する駅

前開発、当別、太美、ロイズタウンの駅前開発が重要との認識で、札幌に最も近いロイズ

タウン駅周辺開発はどのように描いているのか伺います。 

 ３点目、昨年２月、会派の研修で茨城県の常総市のアグリサイエンスバレー事業を視察

に行ってまいりました。これは、ロイズタウン駅前の開発において、この常総市のアグリ

サイエンスバレー事業の展開が参考になるということで、我々会派で昨年の２月に行って

まいりました。この事業内容は、常総のインターチェンジ周辺約45ヘクタールに農業生産

エリアと産業団地エリアを集積し、生産、１次産業、加工、２次産業、流通、販売、３次

産業が一体となった地域農業の核、６次産業となる産業団地を形成し、農業を生かしたま

ちづくりを目指すという内容でした。取組体制は、官民連携事業、ＰＰＰ事業として市、

事業者の大手ゼネコン、地権者協議会の３者が協力して推進されました。行政でいろいろ

と説明の中で、順調に進んだのは大手ゼネコンの資金、企業誘致等の動きが絶大であった

と、民間の企業の支援がなければできなかったという説明がございました。そういったこ
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とで、ロイズタウン駅周辺に農産物の生産、加工、販売という６次事業が検討、実現でき

ないのか伺います。 

 ４点目、ロイズタウン駅周辺に公共施設、これは庁舎です。子育て世代が非常に多くな

っています太美地区にという声が非常に高まってきております。特に公共施設につきまし

ては、現庁舎は昭和45年に建築されて、1970年ですか、その当時人口は１万8,547人でし

た。4,445世帯でございます。既に54年経過しております。私も東京時代いろんな企業と

の営業もしておりましたし、同時に会派でもいろんなところに行っておりますが、現実的

にその建物へ行きましたらトイレを必ず私利用させていただきます。トイレを見ると、そ

の企業を信頼して取引ができるかどうか、あるいは行政のトイレを貸していただいて、そ

れを見ると、やはり従業員の対応というのがどのようにされているのかということがよく

分かります。 

 それと、先日来太美地域活性プロジェクトということが、昨年も陳情もございましたが、

この太美地区に、非常にポテンシャルが高い太美地区であるという内容でいろいろとお話

があると思います。特にポテンシャルが高い要素として、太美地域は以下の理由でポテン

シャルが高いということで位置づけられると思いますが、まず札幌市に隣接していると。

札幌市からの移住者も多く、そういった意味で非常にいい場所だということです。それと、

充実した交通インフラ、２か所のＪＲ駅や国道337、それと交通基盤が十分に整備されて

いるということです。それから、物流、通勤、通学、病院などの移動手段が整備されてい

ると。それと、利便性に伴う新しい顔が出現しているということです。２年前にできまし

た新駅及びロイズタウン駅のミュージアム、さらにこの６月の23日にオープンします大型

ドラッグストアの進出など、非常にポテンシャルが高い地域になっております。特に庁舎

につきましては、私もトイレ見たり、あるいは従業員の方の夏の暑さの、それと狭さ、こ

れについてはもう私だったら我慢できないような環境です。現在耐震等の問題でまだ結論

が出ておりませんが、やはり５年、10年先、本当にここは出来上がるには10年先ぐらいに

なります。そういう意味で、やはり私は民間の企業の協力も得て、早めにこのロイズタウ

ン駅、あるいは太美地区に役場庁舎、あるいは地域包括センター等を、高まっている、そ

ういったことの検討はないのかどうか、余地がないのか伺います。 

 ５点目、民間団体、人口戦略会議が４月24日発表されまして、消滅可能性自治体に当別

町が対象になっております。この消滅可能性自治体という定義は、結局若い女性人口が

2020年から2050年までの30年間で50％以上減少する自治体だということで、今回昨年の

2023年12月に公表された日本の地域別将来推計人口に基づいて作られています。実際2020

年は1,338人です。これが2050年には369人、72.3％減少するということが公になっていま

す。これを脱却するにはロイズタウン駅周辺開発はじめ北海道医療大学の移転、この移転

についても町民から既に町長のほうからああいう形があったということも我々後援会等に

も書面で私報告しました。もちろん新聞等も見ております。やはり町民が今一番心配して

いるのは交通機関が最悪の状況になるのではないかという不安があります。例えば今バス
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についても医療大学からあいの里まで行っておりますが、これも病院がなくなれば当然行

かなくなります。それと、現在日々医療大学は学生が3,600人の従業員が800人ぐらいと言

われて公表されています。大体ＪＲは4,000人前後の人が日々利用しています。この4,000

人の利用者がゼロになればどういうことかというのは我々以上にやっぱり高齢の住民の方

が心配していて、今１時間で３本ですけれども、せいぜい１本が限度ではないですかと。

それと、来年４月には七、八％の値上げ、例えば当別からですと750円、これからさらに

上がる。毎年とは言っていませんけれども、今のＪＲの状況でしたらかなり厳しい、ある

いは当別町のほうから補助金なりいろいろと協力金を出せば別ですけれども、そういう環

境にもなっております。やはり医療大学の移転を踏まえて町内のまちづくりを町一丸とな

って思い切った政策転換が私は必要ではなかろうかと思います。 

 先ほどの消滅自治体というニュースが出てからいろんな方と話ししていますと、特に獅

子内にあるスウェーデンハウス等の動きも今現在住宅購入の住宅ローンが上がる傾向にあ

ります。それと、やっぱり将来消滅するのですかというような単純な疑問というのも出て

いまして、移住の影響が出てくるのではないかというふうに私は心配しております。行政

としては本当思い切った政策転換が私は必要だろうと思っておりますので、これについて

質問いたします。 

 １回目の質問を終了いたします。 

          〔「ちょっと精査させてください」と言う人あり〕 

〇議長（髙谷 茂君） 暫時休憩します。 

 

          休憩 午前１０時４３分 

 

          再開 午前１０時４９分 

 

〇議長（髙谷 茂君） 再開します。 

 ただいまの山﨑君の質問に対する町長、教育長の答弁を求めます。 

 町長。 

〇町長（後藤正洋君） 調整にお時間いただきまして申し訳ございませんでした。山﨑議

員の一般質問にお答えをいたしますけれども、初めに５月１日現在の外国人登録の状況等

についてのご質問でありますが、総じて10年間で増加傾向にあります。なお、詳細な数値

につきましては後ほど担当部長より答弁をいたさせますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、窓口での対応の状況についてでありますが、転入、転出、出生、死亡などの異動

届のほか、健診、乳幼児の予防接種など様々な場面で対応する機会があります。外国籍で

日本語が話せない方が来庁する際には大学や職場の通訳の方や日本語の分かるご家族、知

人の方と共に来庁されることが多く、その方を介して対応しているほか、付添いがない場

合には外国語翻訳アプリを活用しながら意思の疎通を図っております。また、異動届や申
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請書への記載について、日本語が書けない方はローマ字で記載していただいたり職員が代

筆するなど状況に合わせて対応をさせていただいております。 

 次に、町内会における住民との交流、ごみ回収、排雪等に課題はないかとのご質問であ

りますが、町内会においてコミュニケーションに苦慮しながらごみの出し方などサポート

されていることは伺っております。町といたしましては、これまでもごみの分別やステー

ションの利用方法など分かりやすい説明に努めておりますので、今後も引き続き外国籍の

方が正しいごみ出しを行うことができるよう適切な対応を行ってまいりたいと考えており

ます。 

 次に、外国人に対する災害時の情報伝達をどのように実施しているのかとのご質問であ

りますが、町のホームページや各種ＳＮＳには既に多言語翻訳の機能が導入されておりま

すし、必要に応じて先ほど申し上げた翻訳アプリにより外国語変換した情報を町から直接

発信するといった準備もできております。 

 また、保存食のアレルギー対策についてのご質問でありますけれども、町が備蓄してい

る食品全体での対応は行っておりませんが、アルファ米に関しましては食物アレルギー源

となる特定原材料等28品目を使用していない製品、加えてハラール認証を受けた製品を計

画的に準備いたしております。 

 次に、ロイズタウン駅周辺の今後の開発についてお答えをいたします。自動運転バスの

実証運行がにぎわい創出としてどのように貢献しているのかとのご質問についてでありま

すが、令和６年３月定例会にて会派緑風会、島田議員の代表質問でお答えしたとおり、令

和５年度の自動運転バスの実証運行では６月30日から７月17日の計18日間で約2,500人の

方に乗車をいただき、多くの方が町を訪れ、にぎわい創出として一定の効果があったもの

と既に報告をさせていただいております。今年度の実証運行につきましては夏休みやお盆

期間に当たる８月上旬から９月上旬の約１か月間で実施する予定としておりますので、よ

り多くの方に乗車いただけるものと期待しております。 

 自動運転バスの運行ルートにつきましては、前年度はＪＲロイズタウン駅からロイズタ

ウン工場までの１ルートでありましたが、今年度は自動運転バスを２台走らせ、道の駅と

うべつまでのルートを加えた２ルートで実施する予定としており、ロイズタウン駅を拠点

に複数の観光施設を周遊いただけることになりますので、結果さらなるにぎわいの創出に

つながっていくものと考えております。 

 また、自動運転バスの導入計画についてですが、同じく島田議員の代表質問でお答えし

たとおり、今年３月でありましたけれども、公共交通の運転手不足という課題に対しては

自動運転バスは有効なものと考えておりますので、公共交通活性化プロジェクトの施策の

一環として今後も国の動向などを踏まえながら検証を進める必要があると考えております。 

 次に、町の活性化を期待する駅前開発が重要との認識で、札幌に最も近いロイズタウン

駅の周辺開発をどのように描いているかとの質問についてでありますが、定住人口の増、

また少子化対策として子育て世帯を中心とした宅地開発の必要性は認識しているところで
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ありますが、そのことに関しまして令和５年、昨年の６月定例会、12月定例会、２回の定

例会での山﨑議員の一般質問でお答えしたとおり、新たな宅地造成ではなく、当別駅周辺、

太美駅周辺において既存のまとまった宅地を活用し、住宅建築が進むよう民間事業者と連

携を深めながら取り組んでいるところであります。したがって、ロイズタウン駅の周辺に

つきましては自動運転バスなど新技術の実証事業やにぎわい創出事業により町の魅力を高

めるエリアとして確立させるとともに、周辺の企業から具体的な開発構想が出された際に

は環境の整備などを考えていくことになると考えております。 

 次に、ロイズタウン駅周辺に農産物の生産、加工、販売と６次化事業が検討できないか

とのご質問についてでありますが、先ほども触れましたが、周辺の企業の意向が大切だと

いうふうに私が考えておりますので、その意向を踏まえながら検討していくものと認識し

ております。 

 次に、ロイズタウン駅周辺に役場庁舎や地域包括支援センターの設置の検討についてで

ありますが、３月の定例会におきまして会派清流、山田議員の代表質問でお答えしたとお

り、庁舎建設につきましては今年度現庁舎の耐震化検討を行い、建物の劣化状況ですとか

耐震補強の手法について検討を進め、庁舎整備の方向性を整理することといたしておりま

して、本庁舎を本町地区に置く考えは変わっておりません。地域包括支援センターの配置

につきましても、新たに開設する西当別支所でリモート相談ができる窓口やプライバシー

に配慮した防音ブースの設置など、より利用しやすい環境を整えており、西当別地区にお

いても包括支援センターの機能を有することになるものと判断しております。 

 次に、将来に向けたまちづくりは町一丸となって思い切った政策転換が必要との質問に

ついてでありますが、昨日の一般質問でも議論となりまして私からも表明させていただい

ておりますけれども、消滅可能性自治体から脱却するためには20代から40代までのいわゆ

る子育て世帯を増やすことが何より重要であります。私が町長に就任して以降、とうべつ

学園の開校、住宅購入支援、企業や病院の誘致などを行ってまいりましたが、これらの取

組が功を奏し、子育て世帯を中心に転入者が増加し、３年連続で社会増となりました。ま

た、今年度は高校生の通学費への助成や子ども医療費の拡充など子育て世帯への支援を充

実させることによりさらなる移住定住促進を図っておりますが、その一方で北海道医療大

学の移転という人口減少につながる問題が発生していることも事実であります。しかしな

がら、この問題を逆にチャンスと捉え、町内の若い世代が中心となり、これからのまちづ

くりを真剣に議論し、行動するといった動きも出ておりますので、自立、持続可能な町の

実現に向けて町が一丸となって取り組んでまいりたいと考えております。 

 以上、山﨑議員の一般質問に対する私からの答弁といたします。 

〇議長（髙谷 茂君） 住民環境部長。 

〇住民環境部長（種田 統君） 山﨑議員からご質問のありました令和６年５月１日時点

の外国籍の方の情報につきましては、私から答弁させていただきます。 

 令和６年時点の数値の後に10年前であります平成26年同月との増減を申し上げます。人
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数は221人、193人の増、国籍数は26か国、10か国の増、国籍の構成は多い順にパキスタン

65人、韓国39人、インドネシア22人となっております。性別は男性110人、99人の増、女

性111人、94人の増、年齢別は15歳未満の年少人口40人、40人の増、15歳以上64歳未満の

生産年齢人口174人、149人の増、65歳以上の高齢人口７人、４人の増、また健康保険加入

状況につきましては、４月１日の状況となりますが、当別町国民健康保険被保険者117人、

92人の増、外国籍の方がいる世帯数、78世帯、56世帯の増となっております。 

 以上、山﨑議員の外国人登録状況の質問に対する答弁といたします。 

〇議長（髙谷 茂君） 教育長。 

〇教育長（三澤吏佐子） それでは、山﨑議員の一般質問にお答えをいたします。 

 初めに、図書館や公共施設の活用の対応についてのご質問ですが、図書館では利用者か

らのリクエストや貸出状況を勘案し、図書館司書が毎年図書の選書購入をしておりますが、

外国籍の方の利用の増加を見据えて昨年度から年に数冊ずつ英語本の購入を進めることと

しました。また、赤ちゃん一人一人に絵本をプレゼントするブックスタート事業において

は、令和５年度より事業説明リーフレットに英語版を用意する対応を行っており、活用実

績も出てきております。 

 次に、総合体育館やコミュニティーセンターの外国籍の方の利用は少ない状況ですが、

日本語を話せない方が来られた場合、スマートフォンの翻訳アプリやジェスチャーを介し

て利用方法を説明し、利用いただいております。 

 次に、外国籍児童生徒における学校現場の状況ですが、現在パキスタン国籍とアフガニ

スタン国籍の22名の児童生徒がとうべつ学園に在籍しています。日本語が話せない児童生

徒が増加しているために、当初学校管理職による対応のみならず、北海道教育委員会から

日本語指導対応加配教員１名と会計年度任用職員の支援員を増やすなど複数の職員で日本

語指導の対応を進めてきました。今年度さらに外国籍児童生徒の増加が予想されたことか

ら、北海道教育委員会へこの窮状を訴えた結果、日本語指導対応加配教員を２名に増員し

ていただき、外国籍児童生徒の指導体制を整えている状況です。 

 次に、家庭教育に関わる支援と課題ですが、日本語が話せない保護者が大半であるため、

日本語がある程度話せる親族を介したり、お便りを一部翻訳したりするなどの取組を行っ

ております。 

 次に、給食についてですが、現在宗教上の理由で給食を食べることができない児童生徒

は弁当を持参しています。また、給食を食べている外国籍児童生徒に対して調味料を含む

豚肉や豚由来の成分が分かるように色分けした献立表を配付したり、牛乳のみを希望する

場合はその都度対応をしたりするなど、外国籍児童生徒や保護者へ配慮した取組を進めて

いるところです。 

 以上、山﨑議員の一般質問に対する答弁といたします。 

〇議長（髙谷 茂君） 山﨑君。 

〇９番（山﨑公司君） 再質問でございます。 
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 順番逆になりますが、先ほど外国人の登録状況を説明いただいています。10年前は28名

であったのが現在221名であるということです。それから、国籍別もかなり、10年前は13

か国だったのが今は26か国、倍になっております。こういう中で、行政として８倍から10

倍近い外国人が増えているというところをどのような理由でこういうふうに増加している

のか捉えておるのか伺います。 

〇議長（髙谷 茂君） 町長。 

〇町長（後藤正洋君） 山﨑議員の再質問にお答えをさせていただきます。 

 外国人が増加した理由につきましては、お答えをさせていただきますけれども、山﨑議

員の冒頭のご質問にありました多文化の共生ということですとか、そして共生していくた

めの環境づくりを体系的に計画的に町として取り組んだらいいのではないかという趣旨の

ご質問で、多岐にわたる細かい質問をいただいたというふうに理解をさせていただいてお

ります。そういった中で、町が現状で行っている外国籍の方々に対する町としてできる限

りのことを今やっておりますけれども、そういった中で逆に私たちとしては、山﨑議員の

趣旨にあるように多文化共生ということを念頭にしながら、現状で外国籍の人たちが増え

ている状況の中で地元の住民の皆さんと協調ができるような地域づくりをどうできるかと

いうことで、先ほど答弁させていただいたようないろんなところでの工夫をしながらでき

ることをさせていただいているという状況であります。そういった中で、できますれば今

後町として多文化共生の中でどうあるべきかという議論をこの中でしていただければあり

がたいと思いますので、そのことを申し上げた上で再質問に答えさせていただきます。 

 外国人が増加した要因の再質問でありますけれども、これにつきましては幾つかの要因

があるというふうに考えておりまして、まず１つ目は令和元年の入出国管理法の改正によ

りまして外国人就労者、あるいは技能実習生が増えたこと、これについては国策という点

がありますけれども、捉え方によってはいろいろな是非があるというふうに思っておりま

す。２つ目は、それに伴い転入する家族滞在が増えたことが挙げられるというふうに思っ

ております。３つ目は、これ当別独自の理由かもしれませんけれども、北海道医療大学の

留学生について、大学院生に加えて学部生を受け入れることを始めたということで、この

３点が主な要因であるというふうに理解をいたしているところであります。 

 以上でございます。 

〇議長（髙谷 茂君） 山﨑君。 

〇９番（山﨑公司君） 先ほど最新の住民、外国人のありましたが、たまたま医療大学の

留学生が当別に何人住んでいますかという質問をしたら、書類で２日ほど前に来ておりま

すが、これもちょっと私から報告しておきます。 

 韓国籍は32名、インドネシアが３人、台湾が16で51名、職員等、インドネシア１、台湾

１、ネパール２、バングラティッシュ１、５名で56名、221名のうち56名が医療大学生と

いうことでございます。 

 続けて質問させていただきますが、この２点目、医療、福祉については先ほど答弁いた
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だきましたが、やはり日本語ができない、英語もできないという人が増えてきておるわけ

ですが、病院等の問題点がないのかどうか、その辺の情報収集というのはされております

か。 

〇議長（髙谷 茂君） 暫時休憩します。 

 

          休憩 午前１１時１１分 

 

          再開 午前１１時１２分 

 

〇議長（髙谷 茂君） 再開します。 

 町長。 

〇町長（後藤正洋君） 山﨑議員の再質問にお答えをさせていただきます。 

 先般開かれました医師会との懇談会の中でも、通院される方がおられて、先ほど説明し

ましたように町の窓口で対応しているような、同じような状況で対応しているということ

の報告は聞いております。 

 以上です。 

〇議長（髙谷 茂君） 山﨑君。 

〇９番（山﨑公司君） 質問の３点目でございます。町内会においていろいろと、ごみ回

収とか、排雪とか、特に分かりやすい対応をしているということでありました。やはり実

際外国人の保護者がいろんなイベントに参加して、それをきっかけに挨拶をするとか、困

ったことがあったら保健推進員や民生委員、近くの人に相談できるようになるわけですけ

れども、町内会の役割が大変大きいと思いますが、町長はどのように捉えておりますか。 

〇議長（髙谷 茂君） 町長。 

〇町長（後藤正洋君） 再質問にお答えをいたしますけれども、町内会における住民との

交流という点かと思いますが、そこにつきましては、これまで例えばレクサンド市ですと

か国際的な交流をしてきておりますけれども、そういった経験を生かされて町内会の中で

も、特に住環境の部分も多いかというふうに思いますが、相手が何人かということも含め

てそれぞれに調査をしていただく中で、それぞれの国が持っている、あるいは民族が持っ

ている生活ですとか文化の違いですとか、そういったことも踏まえながら地元の生活習慣

に合わせていただけるような努力を町内会としてもしていただいているというふうに思っ

ております。ただ、そのことについては個人情報ということもありますけれども、町とし

てもこれからいろんな課題が出てくると思いますので、そういった対応につきましては丁

寧に対応できるような体制づくりというのはこれから必要になるのかなというふうに思っ

ております。ですから、先ほど答弁の中でも私申し上げましたけれども、山﨑議員がいろ

いろとご質問していただいていることは、それに基づいて多文化の共生をどうしていくか

とか、町としてその体制をどうつくっていくかということを共に議論をしていただき、常
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任委員会の中でもぜひこれはお話をいただいて、総務文教常任委員会の中でも委員長とし

ていろいろと行っていっていただければありがたいなと思っております。 

〇議長（髙谷 茂君） 山﨑君。 

〇９番（山﨑公司君） ４点目の再質問です。危機対策課の中で防災、自然災害、いろん

な内容のことを実際やっているわけですが、やっぱりあらゆる人に必要な情報が伝わるよ

う情報を受け取る立場に立ってやっていく必要があると思うのですが、現在ホームページ

はたしか４か国語だけです。英語、中国、韓国、スウェーデン語、４か国になっておりま

すが、英語も日本語も分からない人がかなり増えておるので、ホームページのその辺のと

ころを増やすという、私は増やすべきだと思っております。特に地震も、最近こちらはあ

んまり大きいのはきておりませんけれども、いつ起こるか分からないし、それと避難訓練

とか、その辺を実施していることも最近聞きませんし、その辺のホームページで言葉の、

英語、日本語以外の形で増やすということはできないでしょうか。 

〇議長（髙谷 茂君） 町長。 

〇町長（後藤正洋君） 再質問にお答えいたしますけれども、細部にわたる部分がありま

すので、担当のほうから答えさせますので、よろしくお願いします。 

〇議長（髙谷 茂君） 企画部参与。 

〇企画部参与（長谷川道廣君） 町のホームページのことでございますので、ただいまの

山﨑議員の再質問の部分について私のほうからお答えさせていただきます。 

 ホームページで、特に今回の案件ですとウルドゥー語の翻訳についてのご指摘のところ

かと思いますが、近年の町内の外国人の居住状況を踏まえさせていただきますと、当然我

々も必要性があることは認識しておりまして、現在翻訳機能を設定する作業をまさに進め

ている最中でございまして、近日中にウルドゥー語による変換が可能になるホームページ

を作成しているところでございますので、二、三日中、もしパソコンを触る機会がござい

ましたら、町のホームページでその機能を確認いただければと思います。 

 以上です。 

〇議長（髙谷 茂君） 山﨑君。 

〇９番（山﨑公司君） 分かりました。 

 次は、５点目の文化交流、これはやっぱり先ほども子どもたちが非常に多いということ

で非常に重要になってくるのですが、図書館でも絵本等いろいろとやっておると思います。

ぜひ引き続き、日本語も英語も分からない子どもが先ほどの数字ではかなりおりますので、

それと同時に公共施設のいろんな運動とか、その辺も積極的に受け入れると。とにかく外

国から来ている人は分からないわけですから、いかにこちらのほうが定住したいと思える

ような対応を引き続きやっていただきたいなと思います。 

 それから、６点目のところで質問しますが、おたよりを翻訳してなさっているというこ

とでした。非常にご苦労なさっていると思います。それと、先ほど22名いるというのもび

っくりするような児童生徒数だと思います。実際外国人の児童生徒をダブルリミテッドに
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しないと、要はバイリンガルの反対状態ですけれども、日本語、母国語ともに不十分な子

どもたちもおると思います。そういう意味では図書館等のあれについても十分気をつけて

いただきたいと思うし、それから学校についても非常に大変な思いをされていると思いま

すけれども、引き続き、要するにあまり勉強したくないという子どももいると思いますけ

れども、やはり日本語をいかに覚えさせる、それから日本の生活にいかに対応するかとい

うことを前向きに努力していただければと思います。 

 それから、最後、７番目の給食ですが、これは一応弁当はオーケーということで、逆に

食べない子どもも９人ぐらいいらっしゃるということですが、今後の給食の内容を変更す

るだとか、そういった計画なり準備というのはございますか。 

〇議長（髙谷 茂君） 山﨑議員に申し上げますけれども、５番、６番は質問がないとい

うことですよね。 

 では、７番について。 

 教育長。 

〇教育長（三澤吏佐子） 給食についてお答えをいたします。 

 現在給食を外国籍のお子さんの中でも食べているお子さんもいらっしゃるのです。それ

から、全く食べずにお弁当を持参していらっしゃるお子さんもいます。それから、牛乳だ

けを希望されていて、牛乳を提供しているお子さんもいます。そういう中で、教育委員会

といたしましては現在できる限りの対応をしているというふうにお答えをさせていただく

ところです。給食センターにおきましては、アレルギー対応等もしておりますので、今の

状況ではこれ以上の対応はなかなか難しいというふうに考えているところでございます。 

〇議長（髙谷 茂君） 山﨑君。 

〇９番（山﨑公司君） ２項目めのロイズタウン駅周辺の今後の開発についてという中で

質問させていただきます。 

 ３点目の、要するにサイエンスバレー事業を我々見てきまして非常に参考になっておる

のですが、実際もう２年前に、去年ですか、たっておりますけれども、やはり企業立地ゾ

ーンに食品の総合物流企業がやっておりましたし、昨年の４月、ツタヤのブック街、それ

から道の駅常総ができて、ホームページなんかを見るとかなりにぎわっておる。常総市は

50キロぐらいです、都心から。非常に成功した例で、民間活力を活用した先進的な事業推

進体制だということで、１年前に行ったときも多くの自治体の視察が既に105団体来てい

ると。1,000名以上の人が常総市の市役所にこの案件について関心を持ってやっておると

いうことです。当別町についても、６次化的なことをいろんな業者、いろいろとあると思

いますけれども、やはりそういったことにも力を入れていただきたいなと思っております。 

 それから、最後の５点目、人口戦略会議で云々という話から思い切った政策転換が私必

要ではなかろうかというお話をしました。先日来、今度千歳市で半導体の会社、ラピダス

の工場建設が急激に進んでおります。世界で技術が確立されていない回路線幅が２ナノメ

ートルですか、ナノは10億分の１だそうですが、やっぱり半導体の量産化に向けて来年４
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月に試作をして27年に本格稼働すると、従業員は1,000人見込まれているということでご

ざいます。そういう中で、国道337も近々全線開通、いろいろな形でワーク町長がされて

おりまして、全線開通の予定であるということで、非常に私重要性が高まってくると思い

ます。 

 それと、こういったことで国内外の優秀な人材がかなり、千歳近辺はもうマンションと

かアパートを建てて値段も上がっているし、土地も上がっているし、そこで住むというよ

りもちょっと安めのところに優秀な人材が流入してくる可能性あると思います。そういっ

た人たちが家族で住みやすいまちづくりという意味で、やはりこの当別町、それと教育だ

とかレジャーなどの質を高める絶好のチャンスでありますので、ぜひ思い切った政策転換

というのはそういったところで、ロイズタウン駅界隈、あるいは医療大学の跡地、いろい

ろとあると思います。 

 それと、脱炭素社会を目指すということでＤＸの推進、当別町も積極的にやっておりま

すけれども、そういった意味の思い切った政策をやはり打って出ていくということも私必

要だと思いますが、町長はその辺のところはどのようにお考えですか。 

〇議長（髙谷 茂君） 町長。 

〇町長（後藤正洋君） 山﨑議員の再質問にお答えをいたしますが、最後の５番でいいの

ですか。先ほどのあれはいいのですね。 

 先ほども一般質問の中で人口戦略会議の消滅自治体のお話を出されましたけれども、昨

日の答弁でも人口戦略会議が2020年のデータを基にしているということと、それから当別

町が21年、22年、23年と３年連続で社会増になっていて、報道されているような状況とは

違うのだということを申し上げさせていただきました。そのことは議員の皆さんも実際に

調査をしていただいて、私が言っていることがファクトなのかということを知っていただ

いて、それを広めていただかなければ北海道で２番目の消滅自治体だという汚名は拭い切

れないと思います。そこは私どもと皆さんが一体となって外にアピールをしていかなけれ

ば当別町の実態というものを知っていただけないというふうに思いますので、そのことは

まずお願いをしたいというふうに思います。 

 そういった上で、医療大の移転等も踏まえてどうするかということでありますが、基本

的にはこれから医療大ともいろいろと具体的な話合いをしていきますけれども、当別が抱

えている経済的な損失をいかに少なくしていくかということも踏まえて、まちづくりの柱

を１つ失うというか、少し弱く細くなるわけですけれども、そこに代わる柱をどうつくっ

ていくかということは今後総合計画ですとか総合戦略の見直しという中に入れていきたい

というふうに思っております。その一つのそれを取り巻く環境といいますか、そういった

点では先ほど委員のほうからもラピダスのお話がありましたけれども、これは２ナノの半

導体を作るという工場でありますけれども、それに関連して北海道は北海道バレーという

構想を持っていまして、石狩湾から苫小牧湾までのいろいろなこれからの発展をどう全道

の発展に生かしていくかという取組をしようとしています。 
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 そういった中で、ゼロカーボンのお話もありましたけれども、エネルギーの問題も当然

関わってきますので、そういった今私たち当別が抱えている課題と、それから当別の将来

に向けてのいろいろな環境が一定程度膨らんでいっていますので、その環境を活用する中

で当別の在り方をどうしていくかということは先ほども申しました総合計画ですとか総合

戦略の改定の中に反映をさせていく、そしてそれを具体的にどうするかということについ

ては今後協議をしていきたいというふうに思っておりますし、冒頭の答弁でも申し上げま

したように、そこに今当別の若い人たちがＴＯＲＣＨ（トーチ）という提言を昨年の12月

にしていただきまして、３月の末には町民向けに講演会と具体策をどうするかということ

のフォーラムをしていただいていますので、そういった町民と一体となってその課題を克

服するための施策をあらゆる可能性を排除せずに行っていきたいというふうに思っており

ます。 

 先ほど北海道バレーの話をいたしましたけれども、もうその取組につきましては既に一

部始まっておりますし、北海道とも連携をする中で、医療大の跡地利用も含めて道との関

連ですとか、そういったことも含めてしっかりと手を組みながら、あらゆる組織、あらゆ

る可能性を排除せずにやっていきたいというふうに思っておりますので、今後とも議会の

ご協力を得ながら進めていきたいと思いますので、そういったことを申し上げて答弁に代

えさせていただきます。 

〇議長（髙谷 茂君） 山﨑君。 

〇９番（山﨑公司君） 町長から力強い気持ちを我々に今答弁いただきました。本当に、

４年を切っておりますけれども、やっぱり想定外の状況が多々出てくると思います。我々

議員もやっぱり新しいまちづくりのための検討委員会なり、あるいは会派なり、いろんな

形で勉強して、行政と一体となってこのピンチを切り抜けていくと。それと、やっぱり４

年弱ですけれども、できることからとにかくやっていくということと、先ほど来アグリサ

イエンスバレーの件も言いましたし、やっぱり民間企業との連携も非常に私重要になって

くると思います。それから、財政的な面ではふるさと納税の、その辺の企業のふるさと納

税についても今以上に力を入れていくと。財源を少しでも増やして、このピンチを皆さん

と共に頑張っていきたいな、また頑張らないといかぬなという環境になっているというこ

とです。いずれにせよ、行政も我々も一体となってやっていきたいと思いますので、よろ

しくお願いして私の質問を終了します。 

〇議長（髙谷 茂君） 以上で山﨑君の質問を打ち切らせていただきます。 

 

                    ◇                   

 

          ◎散会の宣告 

〇議長（髙谷 茂君） 以上で本日の日程は全部終了いたしました。 

 本日はこれにて散会いたします。 
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 明日は午前10時から会議を開きます。 

 ご苦労さまでした。 

（午前１１時３３分） 
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令和６年第２回当別町議会定例会 第４日 

 

令和６年６月２１日（金曜日） 午前１０時００分開議 

議 事 日 程 （第４号） 

    開  議 

第 １ 会議録署名議員の指名 

第 ２ 議員提案第１号 ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施策 

            の充実・強化を求める意見書 

第 ３ 総務文教常任委員会報告 

    （「２０２５年度地方財政の充実・強化に関する意見書」の採択を求める陳情に 

    ついて） 

第 ４ 産業厚生常任委員会報告 

    （食料自給率向上を政府の法的義務とすることを求める意見書の採択を求める請 

    願） 

第 ５ 産業厚生常任委員会報告 

    （物価上昇に見合う老齢基礎年金等の引き上げを求める請願） 

第 ６ 報告第 １号 令和５年度当別町一般会計繰越明許費繰越計算書について 

第 ７ 議案第 １号 固定資産評価員の選任について 

第 ８ 議案第 ２号 農業委員会委員の任命について 

第 ９ 議案第 ３号 令和６年度当別町一般会計補正予算（第２号） 

第１０ 議案第 ４号 当別町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定につい 

           て 

第１１ 議案第 ５号 当別町子ども医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例制 

           定について 

第１２ 議案第 ６号 当別町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営等の基準等に関 

           する条例及び当別町地域包括支援センターの職員及び運営の基準 

           に関する条例の一部を改正する条例制定について 

第１３ 議案第 ７号 当別町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条 

           例の一部を改正する条例制定について 

第１４ 議案第 ８号 阿蘇公園施設更新工事請負契約について 

第１５ 議案第 ９号 東町団地解体工事請負契約について 

第１６ 請願・陳情継続審査の件 

    閉  会 
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午前１０時００分開議 

   出席議員（１５名） 

       １番   角 田 広 佑 君     ２番   海 野   学 君 

       ３番   芳 形 幸 夫 君     ４番   櫻 井 紀 栄 君 

       ５番   佐々木 常 子 君     ６番   佐 藤   立 君 

       ７番   西 村 良 伸 君     ８番   五十嵐 信 子 君 

       ９番   山 﨑 公 司 君    １０番   秋 場 信 一 君 

      １１番   山 田   明 君    １２番   古 谷 陽 一 君 

      １３番   島 田 裕 司 君    １４番   稲 村 勝 俊 君 

      １５番   髙 谷   茂 君 

 

   欠席議員（なし） 

 

   欠  員（なし） 

 

   説明のための出席者 

       町    長   後 藤 正 洋 君 

       副 町 長   岡 部 一 宏 君 

       総 務 部 長   長谷川   明 君 

       総 務 課 長   佐 藤 剛 一 君 

       財 政 課 長   石 原 信登志 君 

       企 画 部 長   乗 木   裕 君 

       企画部参与   長谷川 道 廣 君 

       住民環境部長   種 田   統 君 

       福 祉 部 長   森   淳 一 君 

       福祉部参与   江 口   昇 君 

       経 済 部 長   三 上   晶 君 

       経済部参与   吉 野 裕 宜 君 

       建設水道部長   高 松 悟 志 君 

       建設水道部参与   岩 城 正 志 君 

       教 育 長   三 澤 吏佐子 君 

       教 育 部 長   山 田 雅 俊 君 

       農業委員会事務局長   山 崎   一 君 

       代表監査委員   岸 本   護 君 

 

   事務局職員出席者 
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       事 務 局 長   熊 谷 康 弘 君 

       次    長   玉 木 聡 美 君 

       係    長   中 鉢 将 太 君 

       主    任   角 谷 光 彦 君 
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          ◎開議の宣告              （午前１０時００分） 

〇議長（髙谷 茂君） おはようございます。ただいまの出席議員15名、定足数に達して

おります。 

 本日の会議を開きます。 

 

                    ◇                   

 

          ◎議事日程の報告 

〇議長（髙谷 茂君） 議事日程ですが、さきにお配りをいたしております日程表により

議事に入ります。 

 

                    ◇                   

 

          ◎会議録署名議員の指名 

〇議長（髙谷 茂君） 日程第１、会議録署名議員の指名ですが、会議規則第125条の規

定により、 

    ３番 芳 形 幸 夫 君 

   １０番 秋 場 信 一 君 

を指名いたします。 

 

                    ◇                   

 

          ◎議員提案第１号の上程、説明、質疑、採決 

〇議長（髙谷 茂君） 日程第２、議員提案第１号を上程します。 

 提案理由の説明を求めます。 

 稲村君。 

〇１４番（稲村勝俊君） 議員提案第１号 ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林

業・木材産業施策の充実・強化を求める意見書。 

 ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施策の充実・強化を求める意

見書について、当別町議会会議規則第14条の規定により、下記のとおり提出します。 

 令和６年６月21日提出。 

 提出者、当別町議会議員、稲村勝俊、賛成者、当別町議会議員、山﨑公司、同じく、西

村良伸、同じく、佐々木常子、同じく、海野学、同じく、櫻井紀栄、同じく、角田広佑。 

 当別町議会議長、髙谷茂様。 

 提案理由、全国一の森林資源を有する北海道では、2050年カーボンニュートラルの実現

に向けて、伐採後の着実な植林による森林の若返りや長期間炭素を固定する木材利用の促
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進など森林吸収源対策を積極的に推進することが重要となっている。 

 このことから、森林整備事業や治山事業など国の事業を活用し、植林・間伐や路網の整

備、優良種苗の安定供給、山地災害防止の取組に加え、ＩＣＴ等を活用したスマート林業

の推進、木材生産・流通体制の強化、建築物の木造・木質化などによる道産木材の需要拡

大、森林づくりを担う人材の育成などを進めている。 

 よって、国においては、これらの取組を充実・強化するため、安定的な公共予算を確保

するよう強く要望する。 

 意見書につきましては、ご高覧をいただきたいと思います。皆様のご賛同をよろしくお

願いいたします。 

〇議長（髙谷 茂君） 質疑を求めます。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（髙谷 茂君） 質疑を打ち切って、ご異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

〇議長（髙谷 茂君） 異議なしと認め、質疑を打ち切り、討論を省略して、議員提案第

１号は原案のとおり可決することに決定してよろしいでしょうか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

〇議長（髙谷 茂君） 異議なしと認め、議員提案第１号は原案のとおり可決することに

決定いたしました。 

 なお、ただいま決定されました議員提案第１号について、意見書及び派遣する場合の議

員の取扱いは議長に一任願います。 

 

                    ◇                   

 

          ◎総務文教常任委員会報告 

〇議長（髙谷 茂君） 日程第３、総務文教常任委員会に付託しておりました「2025年度

地方財政の充実・強化に関する意見書」の採択を求める陳情について、委員長の報告を求

めます。 

 山﨑委員長。 

〇総務文教常任委員会委員長（山﨑公司君） 総務文教常任委員会報告書。 

 本委員会に付託された陳情について、令和６年６月17日、６月20日に委員会を開催し、

慎重審議の結果、次のとおり報告する。 

 記、「2025年度地方財政の充実・強化に関する意見書」の採択を求める陳情について。 

 地方公共団体は、急激な少子・高齢化に伴う社会保障制度の整備、子育て施策、人口減

少下における地域活性化対策はもとより、感染症対策、ＤＸ化、脱炭素化、物価高騰対策

など、極めて多岐にわたり新たな役割が求められている。加えて、急激に進められている

自治体システムの標準化や多発化する大規模災害への対応も迫られる中、地域公共サービ
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スを担う人員は圧倒的に不足しており、職場における疲弊感は日々深刻化している。 

 地方の財源対応について政府は、「骨太方針2021」に基づき、2021年度の地方一般財源

水準を2024年度まで確保することとしてきたが、増大する行政需要、また採用希望者の減

少や中途退職者が増加している現状から、不足する人員体制の改善を図っていくためには

今後はより積極的な財源確保が求められる。 

 このことから、2025年度の政府予算または地方財政の検討に当たっては、現行の地方一

般財源水準の確保から一歩踏み出し、日本全体として求められている賃上げ基調に対する

人件費の確保まで含めた地方財政を実現するよう、政府に働きかけることが必要であると

考える。 

 よって、本件、願意妥当と認め、採択することが適当と認めた。 

 以上、本委員会の報告とする。 

 令和６年６月21日、当別町議会議長、髙谷茂様。 

 総務文教常任委員会委員長、山﨑公司。 

 議場の皆様に賛同のほうをよろしくお願いいたします。 

〇議長（髙谷 茂君） 質疑を求めます。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（髙谷 茂君） 質疑を打ち切って、ご異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

〇議長（髙谷 茂君） ただいまの委員長報告のとおり決定してご異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

〇議長（髙谷 茂君） 異議なしと認め、そのように決定いたしました。 

 

                    ◇                   

 

          ◎産業厚生常任委員会報告 

〇議長（髙谷 茂君） 日程第４、産業厚生常任委員会に付託しておりました食料自給率

向上を政府の法的義務とすることを求める意見書の採択を求める請願について、委員長の

報告を求めます。 

 五十嵐委員長。 

〇産業厚生常任委員会委員長（五十嵐信子君） 産業厚生常任委員会報告書。 

 本委員会に付託された請願について、令和６年３月５日、５月30日、６月18日に委員会

を開催し、慎重審議の結果、次のとおり報告する。 

 記、食料自給率向上を政府の法的義務とすることを求める意見書の採択を求める請願。 

 本請願は、食料自給率向上を政府の法的義務とすることを求める意見書の採択を求める

ものであるが、本意見書が依拠する食料・農業・農村基本法の一部を改正する法律案は、

令和６年５月29日に参議院本会議で可決、成立しているところである。 
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 総論的な食料自給率向上は大変重要で意義のあるものと理解できるが、カロリーベース

の目標のみで食料の安全保障を評価することは合理的ではないとの意見があったほか、改

正後の法律においても、食料安全保障の確保が柱とされており、基本計画において、食料

自給率その他の食料安全保障の確保に関する事項の目標を定めることとしていることから

「食料自給率向上に対する国の責任を放棄しようとしている」ことには当てはまらないと

考える。 

 当別町において農業は重要な基幹産業であるが、農業従事者を今後どのように確保して

いくかや持続可能な農地活用を図ることなどが国民に対する食料の安定的な供給にあたっ

て義務化よりも優先すべき課題がほかにもあると考える。 

 よって、本件、不採択とすることが適当と認めた。 

 以上、本委員会の報告とする。 

 令和６年６月21日、当別町議会議長、髙谷茂様。 

 産業厚生常任委員会委員長、五十嵐信子。 

〇議長（髙谷 茂君） 質疑を求めます。質疑ございませんか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（髙谷 茂君） 質疑を打ち切って、ご異議ございませんか。 

          〔「討論」と言う人あり〕 

〇議長（髙谷 茂君） 討論の声がありましたので、質疑を打ち切り、これより討論に移

ります。 

 まず、本件に対する反対者の発言を求めます。 

 芳形君。 

〇３番（芳形幸夫君） 食料自給率向上を政府の法的義務とすることを求める意見書の採

択を求める請願不採択の報告に対する反対討論を行います。 

 反対理由を述べます。新しい食料・農業・農村基本法は、ロシアのウクライナ侵略によ

る小麦価格の高騰や円安による飼料高騰など世界的に広がる食と農の危機に対して食料安

全保障を基本理念の柱として打ち出しました。食料増産と自給率向上で国民を守るのか、

食料自給率を低下させたままで国民を食糧難に追い込むのかが問われています。食料自給

率という言葉が主要な柱の基本理念に書かれていません。この基本法の第２章第１節第17

条第２項の３と３項に出てきます。３項に食料自給率、そのほかの食料安全保障の確保に

関する事項の目標は、食料自給率の向上、そのほかの食料安全保障の確保に関する事項の

改善が図られるよう農業者、その他の関係者が取り組むべき課題を明らかにして定めるも

のとすると傍観者的表現で明記されています。ここは食料自給率向上について国がしっか

り連携して行うなど踏み込んだ条文が組み込まれたらと考えています。 

 世界主要国の食料自給率は、フランス117％、アメリカ115％、ドイツ84％、イタリア58

％、イギリス54％、カナダは221％、日本は38％です。そもそも食料自給率目標はＪＡ全

中が1,000万人署名運動を展開し、農民連が国会前に座り込むなど全国行動を行い、この
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運動の広がりを受けて1999年に基本計画の目標として書き込まれたものです。改めて食料

自給率向上を新しい食料・農業・農村基本法の基本目標の位置づけとなるよう法的義務と

することを求めます。 

 以上のことから不採択には反対です。 

〇議長（髙谷 茂君） 次に、賛成討論はありますか。 

 稲村君。 

〇１４番（稲村勝俊君） ただいま産業厚生常任委員会より報告されました食料自給率向

上を政府の法的義務とすることを求める意見書の採択を求める請願書に対する報告に賛成

の立場から討論に参加いたします。 

 報告にもありましたが、本意見書が依拠している食料・農業・農村基本法の一部を改正

する法律案は今国会において可決、成立しており、今後基本法改正を受け、食料・農業・

農村基本計画の改正の中で食料自給率を含め食料安全保障に関する複数の目標を定めるこ

ととしています。これまで基本法で掲げてきた食料自給率は目標を一度も達成できていま

せん。国内で自給できる米の消費の減少が続き、25年間で３％程度自給率を下げる一方、

肥料の輸入依存が高い畜産物の消費が増え、食生活の変化が進んでいます。また、総務省

の家計調査によるとパンの１世帯当たりの年間支出額２万7,120円、米１万5,590円と1.7

倍となっており、平成22年からパンの支出が米の支出を上回っています。パン用小麦の自

給率は８％で、ほぼ自給されている米に置き換えると数％自給率が上がるそうです。行き

過ぎた自由貿易推進の結果とも言えますが、国が自給率目標を掲げるだけでなく国産農産

物を選択する国民的理解を進め、一人一人の自覚や行動も大切と考えます。 

 日本の農業者の平均年齢は約70歳で、あと10年で日本の農業、農村が崩壊しかねないと

東京大学教授の新聞記事が掲載されていました。当別町農業の現状においても大きくは変

わらないと考えます。高齢化の進行、農業後継者不足、離農後の農地継承、持続的な農地

の活用、農業者の大幅な減少、地域コミュニティーの崩壊、水田活用直接支払いの５年に

１度の水張りルールの対応など、目前の課題がこれまで経験のない深刻な状況と捉えてい

ます。また、生産資材が値上がりに対し農産物の価格転嫁が進まず、生産コストの高騰に

苦しむ農業現場にとって適正価格の形成や適正価格で国産の農産物を買い支えるという行

動変容の醸成が必要です。食料・農業・農村基本計画の中で希望の持てる将来像、納得で

きる具体像を示し、豊かな農業、農村を引き継ぎ、国民に食料を安定的に届けていくこと

が期待されます。食料自給率向上を政府の法的義務とするよりも、食料自給率向上は様々

な課題解決を進めていくことで図られると考えます。 

 以上の理由をもって本請願に不採択とした産業厚生常任委員会委員長案に賛成し、ご賛

同をお願いいたしまして賛成討論といたします。 

〇議長（髙谷 茂君） 以上で討論を終わります。 

 それでは、本件については採決を行います。 

 採決は、起立によって行います。 
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 本件について、賛成の方は起立願います。 

          〔賛成者起立〕 

〇議長（髙谷 茂君） 起立多数です。 

 よって、本件はただいまの委員長報告のとおり決定いたしました。 

 

                    ◇                   

 

          ◎産業厚生常任委員会報告 

〇議長（髙谷 茂君） 日程第５、産業厚生常任委員会に付託しておりました物価上昇に

見合う老齢基礎年金等の引き上げを求める請願について、委員長の報告を求めます。 

 五十嵐委員長。 

〇産業厚生常任委員会委員長（五十嵐信子君） 産業厚生常任委員会報告書。 

 本委員会に付託された請願について、令和６年３月５日、５月30日、６月18日、20日に

委員会を開催し、慎重審議の結果、次のとおり報告する。 

 記、物価上昇に見合う老齢基礎年金等の引き上げを求める請願。 

 本請願は、物価上昇に見合う老齢基礎年金等の引き上げを求めるものであるが、現在、

年金制度改正で導入されたマクロ経済スライドにより、年金の給付水準が調整されている

とともに、５年に１度の公的年金制度の改革に向けた検討が進められている。 

 また、物価上昇による年金生活者の暮らしが圧迫されている現状は理解できるものの、

低所得者に対する緊急的な物価高騰対策や年金生活者に対する給付制限など、弱者に対す

る支援も行われているところである。 

 年金制度の長期的な給付と負担の均衡、また、将来の現役世代の負担が過重なものとな

らないためにも、現行の制度は現時点では妥当であると考える。 

 よって、本件、不採択とすることが適当と認めた。 

 以上、本委員会の報告とする。 

 令和６年６月21日、当別町議会議長、髙谷茂様。 

 産業厚生常任委員会委員長、五十嵐信子。 

〇議長（髙谷 茂君） 質疑を求めます。 

          〔「議長、討論」と言う人あり〕 

〇議長（髙谷 茂君） 討論の声がありましたので、質疑を打ち切り、これより討論に入

ります。 

 まず、本件に反対する反対者の発言を認めます。 

 芳形君。 

〇３番（芳形幸夫君） 物価上昇に見合う老齢基礎年金等の引き上げを求める請願不採択

の報告に対する反対討論を行います。 

 反対理由を述べます。全日本年金者組合京都府本部女性の会が昨年秋に実施した女性の
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暮らし実態アンケートというのがまとめ、発表されています。これは、年金者新聞、年金

者組合新聞に出ています。一月の収入では10万円以下が46％ということなのです。５年前

の調査のときは、これが36％という数字でした。明らかに年金削減の影響だと考えるので

すが、いかがでしょうか。支払いに負担が大きいと感じるのは医療保険料、介護保険料で、

差がなく食費、水道光熱費が続いて、暮らしをしていくのがやっとな過酷な公的負担を強

いられていることを示していると思います。このアンケートでは、国民年金ではとても暮

らしてはいけないとか生活保護より低いなんておかしいという声が寄せられています。物

価高騰が続いている中の厳しい実情をアンケート結果等から推測できるのではないでしょ

うか。 

 また、私たちの老齢基礎年金の引上げを求める請願趣旨には３項目の暮らしを圧迫して

いる原因を示しています。第１の原因は2013年から実質的な年金引下げが年金生活者の暮

らしを圧迫していること、第２の原因は年金減額改定の中、消費税と医療費、介護費用な

どの公的負担が増えたことが年金生活者の暮らしを圧迫していることです。また、第３の

原因は物価高騰が年金者の暮らしを圧迫してきたこと、この３項目の原因についての改善

が急務と考えます。いかがでしょうか。 

 また、道内27自治体に対して物価上昇に見合う請願に関する意見書が12議会で採択され

ています。このように、年金のみで生活する方々にとって年金の引上げは待ったなしの課

題と言えると思います。 

 以上のことから不採択には反対です。 

〇議長（髙谷 茂君） 次に、賛成討論はありますか。 

 島田君。 

〇１３番（島田裕司君） それでは、賛成討論を行います。 

 物価上昇に見合う老齢基礎年金等の引き上げを求める請願についてであります。本請願

については、このところの物価上昇や消費税の増税を受け、特に年金だけで生活を支えて

いる高齢者や女性の低年金生活者にとっては厳しい生活実態となっている状況については

理解できるものであります。現在の国民年金制度を維持していくためには、この制度を支

えている現役世代の負担も抑える必要が当然あります。また、今後ますます少子高齢化社

会が進むことが予想されることから、将来の世代となる今の子どもたちにその負担を先送

りしてはなりません。 

 現年金制度は、社会の経済状況に合わせて物価変動率と賃金変動率を考慮し、納める保

険料を抑える仕組みとしてマクロ経済スライド方式を国は今導入をして行っております。

老齢基礎年金の支給額は納付した期間に合わせて支給されることから、単に支給額を引き

上げることは納める保険料の上昇につながりかねず、年金制度の維持はさらに困難となり、

国民の理解も得られない状況と思われます。委員会報告書の中でも言われているように、

国は低所得者に対する緊急的な物価高騰対策や生活支援を目的に、年金に上乗せ支給する

制度、障害年金、あるいは遺族年金制度など一定の弱者に対する支援も現在行っておりま
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す。しかしながら、国においては年金制度をはじめとする税と社会保障制度の一体化した

見直しの議論も今後大いに期待するものであります。特に103万円の壁とも言われるパー

トの配偶者控除の見直しや不平等と言われている年金の２号被保険者の専業主婦の扱いな

ど改善すべき点は多々あると私も感じております。とはいえ、今回の請願については年金

制度の安定した長期的な給付と負担の均衡は最も重要な事項であり、現行の年金制度は現

時点では妥当であると考えます。 

 よって、委員会報告書のとおり不採択とすることに賛成であります。委員各位のご賛同

をお願いいたしまして私の討論といたします。 

 以上です。 

〇議長（髙谷 茂君） 以上で討論を終わります。 

 それでは、本件については採決を行います。 

 採決は、起立によって行います。 

 本件について、賛成の方は起立願います。 

          〔賛成者起立〕 

〇議長（髙谷 茂君） 起立多数です。 

 よって、本件はただいまの委員長報告のとおり決定いたしました。 

 

                    ◇                   

 

          ◎報告第１号の上程、説明、質疑、採決 

〇議長（髙谷 茂君） 日程第６、報告第１号を上程します。 

 提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

〇町長（後藤正洋君） ただいま議題となりました報告第１号 令和５年度当別町一般会

計繰越明許費繰越計算書につきまして、提案の説明を申し上げます。 

 令和５年度当別町一般会計補正予算第３号第２条及び第４号第２条において議決をいた

だきました事業を繰越計算書のとおり令和６年度会計に繰り越すことについて、地方自治

法施行令第146条第２項の規定により、議会に報告するものであります。 

 よろしくご審議をいただきまして、ご承認をお願い申し上げます。 

〇議長（髙谷 茂君） 質疑を求めます。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（髙谷 茂君） 質疑を打ち切って、ご異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

〇議長（髙谷 茂君） 異議なしと認め、質疑を打ち切り、討論を省略して、報告第１号

は原案のとおり承認することに決定してよろしいでしょうか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 
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〇議長（髙谷 茂君） 異議なしと認め、報告第１号は原案のとおり承認することに決定

いたしました。 

 

                    ◇                   

 

          ◎議案第１号の上程、説明、質疑、採決 

〇議長（髙谷 茂君） 日程第７、議案第１号を上程します。 

 提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

〇町長（後藤正洋君） ただいま議題となりました議案第１号 固定資産評価員の選任に

つきまして、提案の説明を申し上げます。 

 地方税法第404条の規定に基づき市町村長の指揮を受け固定資産の評価を行い、市町村

長が行う固定資産の価格決定を補助する固定資産評価員について、固定資産税業務を所管

する総務部税務課長の職にある者を選任するため、同法の規定により、議会の同意を得よ

うとするものであります。 

 よろしくご審議をいただきますようお願い申し上げます。 

〇議長（髙谷 茂君） 質疑を求めます。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（髙谷 茂君） 質疑を打ち切って、ご異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

〇議長（髙谷 茂君） 異議なしと認め、質疑を打ち切り、討論を省略して、議案第１号

は原案のとおり同意することに決定してよろしいでしょうか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

〇議長（髙谷 茂君） 異議なしと認め、議案第１号は原案のとおり同意することに決定

いたしました。 

 

                    ◇                   

 

          ◎議案第２号の上程、説明、質疑、採決 

〇議長（髙谷 茂君） 日程第８、議案第２号を上程します。 

 提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

〇町長（後藤正洋君） ただいま議題となりました議案第２号 農業委員会委員の任命に

つきまして、提案の説明を申し上げます。 

 農業委員会委員、滝本弘氏の辞任に伴い欠員が生じていることから、同委員に藤田靖氏

を任命するため、農業委員会等に関する法律第８条第１項の規定により、議会の同意を得
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ようとするものであります。 

 よろしくご審議をいただきますようお願い申し上げます。 

〇議長（髙谷 茂君） 質疑を求めます。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（髙谷 茂君） 質疑を打ち切って、ご異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

〇議長（髙谷 茂君） 異議なしと認め、質疑を打ち切り、討論を省略し、議案第２号は

原案のとおり同意することに決定してよろしいでしょうか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

〇議長（髙谷 茂君） 異議なしと認め、議案第２号は原案のとおり同意することに決定

いたしました。 

 

                    ◇                   

 

          ◎議案第３号の上程、説明、質疑、採決 

〇議長（髙谷 茂君） 日程第９、議案第３号を上程します。 

 提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

〇町長（後藤正洋君） ただいま議題となりました議案第３号 令和６年度当別町一般会

計補正予算（第２号）につきまして、提案の説明を申し上げます。 

 本補正予算は、歳入歳出ともに5,651万6,000円を増額し、その総額を129億2,714万

5,000円といたしました。 

 補正額につきましては、１ページと２ページに記載の「第１表 歳入歳出予算補正」を

お目通しいただきたいと存じます。 

 歳出の主なものといたしましては、コミュニティ助成事業に係る補助金250万円、児童

手当4,064万6,000円、建築確認申請台帳等電子化業務委託287万円などを増額するもので、

この財源といたしましては国庫支出金4,633万9,000円、寄附金300万円、諸収入250万円な

どを増額して処置いたしました。 

 よろしくご審議をいただきますようお願い申し上げます。 

〇議長（髙谷 茂君） 質疑を求めます。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（髙谷 茂君） 質疑を打ち切ってご異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

〇議長（髙谷 茂君） 異議なしと認め、質疑を打ち切り、討論を省略して、議案第３号

は原案のとおり可決することに決定してよろしいでしょうか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 
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〇議長（髙谷 茂君） 異議なしと認め、議案第３号は原案のとおり可決することに決定

いたしました。 

 

                    ◇                   

 

          ◎議案第４号の上程、説明、質疑、採決 

〇議長（髙谷 茂君） 日程第10、議案第４号を上程します。 

 提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

〇町長（後藤正洋君） ただいま議題となりました議案第４号 当別町職員の給与に関す

る条例の一部を改正する条例制定につきまして、提案の説明を申し上げます。 

 令和６年７月１日からの組織改編に伴い、所要の改正を行うため、条例の一部を改正し

ようとするものであります。 

 よろしくご審議をいただきますようお願いを申し上げます。 

〇議長（髙谷 茂君） 質疑を求めます。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（髙谷 茂君） 質疑を打ち切って、ご異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

〇議長（髙谷 茂君） 異議なしと認め、質疑を打ち切り、討論を省略して、議案第４号

は原案のとおり可決することに決定してよろしいでしょうか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

〇議長（髙谷 茂君） 異議なしと認め、議案第４号は原案のとおり可決することに決定

いたしました。 

 

                    ◇                   

 

          ◎議案第５号の上程、説明、質疑、採決 

〇議長（髙谷 茂君） 日程第11、議案第５号を上程します。 

 提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

〇町長（後藤正洋君） ただいま議題となりました議案第５号 当別町子ども医療費の助

成に関する条例の一部を改正する条例制定につきまして、提案の説明を申し上げます。 

 令和６年８月からの子ども医療費助成の拡充に伴い、助成対象者を改めるため、条例の

一部を改正しようとするものであります。 

 よろしくご審議をいただきますようお願い申し上げます。 

〇議長（髙谷 茂君） 質疑を求めます。 
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          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（髙谷 茂君） 質疑を打ち切って、ご異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

〇議長（髙谷 茂君） 異議なしと認め、質疑を打ち切り、討論を省略して、議案第５号

は原案のとおり可決することに決定してよろしいでしょうか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

〇議長（髙谷 茂君） 異議なしと認め、議案第５号は原案のとおり可決することに決定

いたしました。 

 

                    ◇                   

 

          ◎議案第６号の上程、説明、質疑、採決 

〇議長（髙谷 茂君） 日程第12、議案第６号を上程します。 

 提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

〇町長（後藤正洋君） ただいま議題となりました議案第６号 当別町指定介護予防支援

等の事業の人員及び運営等の基準等に関する条例及び当別町地域包括支援センターの職員

及び運営の基準に関する条例の一部を改正する条例制定につきまして、提案の説明を申し

上げます。 

 介護保険法施行規則の一部改正に伴い、所要の改正を行うため、それぞれの条例の一部

を改正しようとするものであります。 

 よろしくご審議をいただきますようお願い申し上げます。 

〇議長（髙谷 茂君） 質疑を求めます。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（髙谷 茂君） 質疑を打ち切って、ご異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

〇議長（髙谷 茂君） 異議なしと認め、質疑を打ち切り、討論を省略して、議案第６号

は原案のとおり可決することに決定してよろしいでしょうか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

〇議長（髙谷 茂君） 異議なしと認め、議案第６号は原案のとおり可決することに決定

いたしました。 

 

                    ◇                   

 

          ◎議案第７号の上程、説明、質疑、採決 

〇議長（髙谷 茂君） 日程第13、議案第７号を上程します。 
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 提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

〇町長（後藤正洋君） ただいま議題となりました議案第７号 当別町家庭的保育事業等

の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定につきまして、提案

の説明を申し上げます。 

 家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の一部改正に伴い、保育所等における職

員配置の最低基準の見直しを行うため、条例の一部を改正しようとするものであります。 

 よろしくご審議いただきますようお願い申し上げます。 

〇議長（髙谷 茂君） 質疑を求めます。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（髙谷 茂君） 質疑を打ち切って、ご異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

〇議長（髙谷 茂君） 異議なしと認め、質疑を打ち切り、討論を省略し、議案第７号は

原案のとおり可決することに決定してよろしいでしょうか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

〇議長（髙谷 茂君） 異議なしと認め、議案第７号は原案のとおり可決することに決定

いたしました。 

 

                    ◇                   

 

          ◎議案第８号の上程、説明、質疑、採決 

〇議長（髙谷 茂君） 日程第14、議案第８号を上程します。 

 提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

〇町長（後藤正洋君） ただいま議題となりました議案第８号 阿蘇公園施設更新工事請

負契約につきまして、提案の説明を申し上げます。 

 本件は、令和６年５月31日に３者による一般競争入札に付したところ、宮永建設株式会

社が6,116万円で落札いたしましたので、同社と請負契約を締結するため、議会の議決に

付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定により、議会の議決を得

ようとするものであります。 

 よろしくご審議をいただきますようお願い申し上げます。 

〇議長（髙谷 茂君） 質疑を求めます。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（髙谷 茂君） 質疑を打ち切って、ご異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

〇議長（髙谷 茂君） 異議なしと認め、質疑を打ち切り、討論を省略して、議案第８号
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は原案のとおり可決することに決定してよろしいでしょうか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

〇議長（髙谷 茂君） 異議なしと認め、議案第８号は原案のとおり可決することに決定

いたしました。 

 

                    ◇                   

 

          ◎議案第９号の上程、説明、質疑、採決 

〇議長（髙谷 茂君） 日程第15、議案第９号を上程します。 

 提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

〇町長（後藤正洋君） ただいま議題となりました議案第９号 東町団地解体工事請負契

約につきまして、提案の説明を申し上げます。 

 本件は、令和６年５月31日に４者による指名競争入札に付したところ、山内建材工業株

式会社が5,830万円で落札いたしましたので、同社と請負契約を締結するため、議会の議

決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定により、議会の議決

を得ようとするものであります。 

 よろしくご審議をいただきますようお願いを申し上げ、説明といたします。 

〇議長（髙谷 茂君） 質疑を求めます。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（髙谷 茂君） 質疑を打ち切って、ご異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

〇議長（髙谷 茂君） 異議なしと認め、質疑を打ち切り、討論を省略して、議案第９号

は原案のとおり可決することに決定してよろしいでしょうか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

〇議長（髙谷 茂君） 異議なしと認め、議案第９号は原案のとおり可決することに決定

いたしました。 

 

                    ◇                   

 

          ◎請願・陳情継続審査の件 

〇議長（髙谷 茂君） 日程第16、請願・陳情継続審査の件についてお諮りをいたします。 

 総務文教常任委員会、産業厚生常任委員会より閉会中の請願・陳情継続審査を実施した

い旨の申出がありましたので、これを許可することにご異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

〇議長（髙谷 茂君） 異議なしと認め、そのように決定いたしました。 
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                    ◇                   

 

          ◎閉会の宣告 

〇議長（髙谷 茂君） 以上で本定例会に付議された案件の審議は全部終了いたしました。 

 本日の会議を閉じます。 

 令和６年第２回当別町議会定例会を閉会いたします。 

 皆さん、どうもご苦労さまでした。 

（午前１０時５３分） 
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